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法人番号 131086 

プロジェクト番号 S1411019 

 

 

研究進捗状況報告書の概要 

 

１ 研究プロジェクト 

学校法人名 学校法人 星薬科大学 大学名 星薬科大学 

研究プロジェクト名 
次世代の“包括的緩和医療”を支える最先端基礎/臨床融合型研究の

基盤形成 

研究観点 研究拠点を形成する研究 

 

２ 研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

 従来、緩和医療とは、がんなどにより生命が脅かされる疾患に直面している患者の体や心の苦痛を

取り除くターミナルケアであった。しかしながら、今後の超高齢化／ストレス社会を迎えるにあたり、緩

和医療とは、非がん性の難治性疼痛や精神／神経疾患などの病気に伴って起こる身体的、精神的苦

痛などの症状緩和にまで及ぶべきであり、このような“包括的緩和医療”こそが、次世代型医療に求め

られるものとなる。一方で、こうした医療を支えるべき統合的な基礎研究や、臨床検体を用いた緩和医

療研究は、世界的にもほとんど行われておらず、科学的根拠に基づいた緩和医療の実施が行われて

いるとは言いがたい。そこで本プロジェクトでは、がん性／非がん性疼痛の除痛をはじめ、がんによる

免疫低下／悪液質の軽減、医療用麻薬や抗がん剤による副作用の防止、さらにはストレスなどによる

精神疾患の「症状緩和」を目指す“包括的緩和医療”を支えるための基礎／臨床融合型研究を行い、

超高齢化／ストレス社会における患者の QOL 改善を念頭においた新しい緩和薬物療法のアルゴリズ

ムの提唱を目指す研究拠点の形成を目的とする。 

 

３ 研究プロジェクトの進捗及び成果の概要 

 次世代の“包括的緩和医療” を支える最先端基礎/臨床融合型研究の基盤形成を目的とした本

研究課題では、構想調書に従い順調に研究が進んでいる。初年度には研究型大学の先駆けとし

て、先端生命科学研究センター (L-StaR) の設立をはじめとした設備等の充実ならびに研究装

置の導入により、新規性ならびに副次性の高い研究成果が得られた (原著論文: 24 報、総説: 17 

報、学会発表: 204 件) 。本研究により、担がん状態における脳機能変化を抽出する先端基盤技

術形成が促進され、全身症状緩和を行う上で、脳内オピオイド神経系をコントロールすること

が重要であるという知見を得た。また、リガンドバイアスド理論やアロステリック相互作用に

準じた μ-オピオイド受容体作動薬の細分類や特性の分子レベルでの理解は、慢性疼痛緩和、副

作用軽減、がん自体の病態の制御をコントロールする上で非常に重要な位置づけとなることが

改めて明らかとなった。さらに、本研究において、がん治療を行う上での、未だ制御の難しい

がんの特性 (転移や耐性) の理解をはじめとして、抗がん剤による消化管障害や疲労といった

副作用の発現機序を明らかにし、その対策についても現在、立案している。また、疼痛や全身

免疫状態のバイオマーカーによる評価法の確立や探索も並行して行っている。こうした知見を

統合することにより、トータルケアを重視した次世代型の緩和医療における新たな治療アルゴ

リズムを提唱することが可能となる。 
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平成 26 年度選定「私立大学戦略的研究基盤形成支援事業」 

研究進捗状況報告書 
 

１ 学校法人名  学校法人 星薬科大学      ２ 大学名 星薬科大学        

 

３ 研究組織名   星薬科大学                                

 

４ プロジェクト所在地  東京都品川区荏原 2-4-41                                

 

５ 研究プロジェクト名 次世代の“包括的緩和医療”を支える最先端基礎/臨床融合型研究の基盤形成  

 

６ 研究観点      研究拠点を形成する研究                              

 

７ 研究代表者 
研究代表者名 所属部局名 職名 

成田 年 星薬科大学 教授 

 

８ プロジェクト参加研究者数  26  名 

 

９ 該当審査区分    理工・情報     生物・医歯     人文・社会  

 

１０ 研究プロジェクトに参加する主な研究者 
研究者名 所属・職名 プロジェクトでの研究課題 プロジェクトでの役割 

成田 年 
薬 理 学 教

室・教授 

本プロジェクト（グループ①

〜⑤)の統括を行う。 

疾患による身体的、精神

的苦痛の症状緩和の確立 

亀井 淳三 
薬物治療学

教室・教授 

精神／神経疾患の症状緩和お

よび精神／神経疾患治療薬の

副作用発現機構の解析 

精神疾患の症状緩和の確

立ならびに抗精神病薬の

副作用軽減法の開発 

東山 公男 

有機合成化

学研究室・

教授 

がん性疼痛／難治性非がん性

疼痛発現機序の解析および新

規鎮痛薬の探索 

オーダーメイド新規鎮痛

薬の開発 

武藤 章弘 
病態生理学

教室・教授 

がんによる免疫低下／悪液質

発現の機序解析と症状緩和の

探索 

がんによる悪液質発症な

らびにがん転移の発現機

序の解明と症状緩和の確

立 

杉田 和幸 

薬品製造化

学研究室・

教授 

がん性疼痛／難治性非がん性

疼痛発現機序の解析および新

規鎮痛薬の探索 

ホモロジーモデリングお

よびドッキングスタディ

ーによる小分子鎮痛薬の

開発 

山内 貴靖 

有機合成化

学研究室・

准教授 

がん性疼痛／難治性非がん性

疼痛発現機序の解析および新

規鎮痛薬の探索 

オーダーメイド新規鎮痛

薬の開発 

築地 信 
微生物学教

室・准教授 

がんによる免疫低下／悪液質

発現の機序解析と症状緩和の

探索 

がんによる免疫低下の発

現機序解明と症状緩和の

確立    
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森 友久 
薬理学教 

室・准教授 

麻薬性鎮痛薬ならびに抗がん

剤による副作用発現機構の解

析および軽減法の探索 

麻薬性鎮痛薬による副作

用の発現機序解明と副作

用の軽減法の開発 

清水 孝恒 

病態生理学

教室・准教

授 

がんによる免疫低下／悪液質

発現の機序解析と症状緩和の

探索 

がんによる悪液質発症な

らびにがん転移の発現機

序の解明と症状緩和の確

立 

池田 弘子 

薬物治療学

教室・准教

授 

精神／神経疾患の症状緩和お

よび精神／神経疾患治療薬の

副作用発現機構の解析 

精神疾患の症状緩和の確

立ならびに抗精神病薬の

副作用軽減法の開発 

落合 和 
薬動学教 

室・准教授 

がん性疼痛／難治性非がん性

疼痛発現機序の解析および新

規鎮痛薬の探索 

新規鎮痛薬や抗精神病薬

の生体内動態の解明 

小幡 誉子 
薬剤学教室 

・教授 

がん性疼痛／難治性非がん性

疼痛発現機序の解析および新

規鎮痛薬の探索 

新規鎮痛薬や抗精神病薬

の DDS 製剤の開発 

酒井 寛泰 

薬剤師職能

開発研究部

門・准教授 

麻薬性鎮痛薬ならびに抗がん

剤による副作用発現機構の解

析および軽減法の探索 

抗がん剤による副作用の

発現機序の解明と副作用

の軽減法の開発 

葛巻 直子 
薬理学教室 

・講師 

がん性疼痛／難治性非がん性

疼痛発現機序の解析および新

規鎮痛薬の探索 

難治性疼痛発現における

エピジェネティクスを伴

ったミクロ環境解明と「痛

みネットワーク」解明 

芝﨑 真裕 
薬理学教室 

・講師 

麻薬性鎮痛薬ならびに抗がん

剤による副作用発現機構の解

析および軽減法の探索 

麻薬性鎮痛薬の中枢-末

梢神経系連関に対する機

能解析と副作用軽減法の

開発 

河田 美穂 
薬理学教室 

・助教 

精神／神経疾患の症状緩和お

よび精神／神経疾患治療薬の

副作用発現機構の解析 

ストレスによる精神破綻

とそれによって引き起こ

される疼痛との関連性の

探索 

五十嵐 勝秀 

先端生命科

学研究セン

ター・特任

准教授 

がん性疼痛／難治性非がん性

疼痛発現機序の解析および新

規鎮痛薬の探索 

エピゲノム解析による疼

痛発現機構の解明と新規

治療法の探索 

田村 英紀 

先端生命科

学研究セン

ター・特任

准教授 

がん性疼痛／難治性非がん性

疼痛発現機序の解析および新

規鎮痛薬の探索 

新規鎮痛薬や鎮痛補助薬

の生理学的機能解明 

加藤 良規 

先端生命科

学研究セン

ター・特任

准教授 

麻薬性鎮痛薬ならびに抗がん

剤による副作用発現機構の解

析および軽減法の探索 

抗がん剤耐性メカニズム

の解析 

大塚 まき 

先端生命科

学研究セン

ター・特任

助教 

がん性疼痛／難治性非がん性

疼痛発現機序の解析および新

規鎮痛薬の探索 

エピゲノム解析による疼

痛発現機構の解明と新規

治療法の探索 
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（共同研究機関等） 

牛島 俊和 

国立がん研

究センター

研究所エピ

ゲノム解析

分野・分野

長 

がん性疼痛／難治性非がん性

疼痛発現機序の解析および新

規鎮痛薬の探索 

共同研究による難治性疼

痛発現におけるエピジェ

ネティクスを伴ったミク

ロ環境の解明 

岡野 栄之 

慶應義塾大

学医学部生

理学教室・

教授 

精神／神経疾患の症状緩和対

策および精神／神経疾患治療

薬の副作用対策     

共同研究による脳内ネッ

トワーク解明 

中村 雅也 

慶應義塾大

学医学部整

形外科学・

准教授 

緩和医療現場における臨床検

体の網羅的解析 

脊髄腫瘍摘出後神経痛患

者のサンプルの提供と共

同研究による疼痛のバイ

オマーカーの同定 

小澤 寛樹 

長崎大学医

学部精神神

経科・教授 

緩和医療現場における臨床検

体の網羅的解析 

自閉症患者のサンプルの

提供と共同研究による自

閉症のバイオマーカーの

同定 

尾崎 紀夫 

名古屋大学

大学院医学

系 研 究 科 

精神医学・

親と子ども

の心療学分

野・教授 

緩和医療現場における臨床検

体の網羅的解析 

統合失調症患者のサンプ

ルの提供と共同研究によ

る統合失調症のバイオマ

ーカーの同定 

井関 雅子 

順天堂大学

医学部附属

順天堂医院 

麻酔・ペイ

ンクリニッ

ク教室 

緩和医療現場における臨床検

体の網羅的解析 

帯状疱疹後の神経痛患者

のサンプルの提供と共同

研究による疼痛のバイオ

マーカーの同定 

 

 

＜研究者の変更状況（研究代表者を含む）＞ 

旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

麻薬性鎮痛薬ならびに抗

がん剤による副作用発現

機構の解析および軽減法

の探索 

薬品毒性学教室 

・教授 
鈴木 勉 

麻薬性鎮痛薬による副作

用の発言機序解明と副作

用の軽減法の開発 

（変更の時期：平成 28 年 3 月 31 日） 

 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 
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 旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

がん性疼痛／難治性非

がん性疼痛発現機序の

解析および新規鎮痛薬の

探索 

薬動学教室・ 

教授 

杉山 清 

（退職） 

新規鎮痛薬や抗精神病薬

の生体内動態の解明 

（変更の時期：平成 28 年 3 月 31 日） 

 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

    

 

 旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

がん性疼痛／難治性非

がん性疼痛発現機序の

解析および新規鎮痛薬の

探索 

薬剤学教室・ 

教授 

高山 幸三 

（退職） 

新規鎮痛薬や抗精神病薬

の DDS 製剤の開発 

（変更の時期：平成 29 年 3 月 31 日） 

 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

    

 

 旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

がん性疼痛／難治性非

がん性疼痛発現機序の

解析および新規鎮痛薬の

探索 

薬理学教室・ 

助教 
池上 大悟 

難治性疼痛発現における

エピジェネティクスを伴った

ミクロ環境解明と「痛み記

憶ネットワーク」解明 

（変更の時期：平成 27 年 1 月 1 日） 

 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

薬理学教室・講師 薬理学教室・講師 葛巻 直子 

難治性疼痛発現におけ

るエピジェネティクスを

伴ったミクロ環境解明と

「痛みネットワーク」解明 
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 旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

    

（変更の時期：平成 28 年 4 月 1 日） 

 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

薬理学教室・講師 薬理学教室・講師 芝﨑 真裕 

麻薬性鎮痛薬の中枢-

末梢神経系連関に対す

る機能解析と副作用軽

減法の開発 

 

 旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

    

（変更の時期：平成 28 年 4 月 1 日） 

 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

薬理学教室・助教 薬理学教室・助教 河田 美穂 

ストレスによる精神破綻

とそれによって引き起こ

される疼痛との関連性

の探索 

 

 旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

    

（変更の時期：平成 28 年 4 月 1 日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

先端生命科学研究セ

ンター・特任准教授 

先端生命科学研究センター・

特任准教授 
五十嵐 勝秀 

エピゲノム解析による疼

痛発現機構の解明と新

規治療法の探索 
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 旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

    

（変更の時期：平成 28 年 4 月 1 日） 

 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

先端生命科学研究セ

ンター・特任准教授 

先端生命科学研究センター・

特任准教授 
田村 英紀 

新規鎮痛薬や鎮痛補助

薬の生理学的機能解明 

 

 旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

    

（変更の時期：平成 28 年 4 月 1 日） 

 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

先端生命科学研究セ

ンター・特任准教授 

先端生命科学研究センター・

特任准教授 
加藤 良規 

抗がん剤耐性メカニズ

ムの解析 

 

 旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

    

（変更の時期：平成 28 年 4 月 1 日） 

 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

先端生命科学研究セ

ンター・特任助教 

先端生命科学研究センター・

特任助教 
大塚 まき 

エピゲノム解析による疼

痛発現機構の解明と新

規治療法の探索 

 

 旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

    

（変更の時期：平成 26 年 5 月 1 日） 

 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

 生化学教室・教授 川島博人 
生体免疫系の解明とが

ん症状緩和の確立 
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 旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

生体免疫系の解明とがん

症状緩和の確立 

生化学教室・ 

教授 
川島博人 

生体免疫系の解明とがん

症状緩和の確立 

（変更の時期：平成 27 年 7 月 31 日） 

 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

星薬科大学・生化学

教室・教授 
千葉大学･薬学部・教授 川島博人 

生体免疫系の解明とが

ん症状緩和の確立 

 

 旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

生体免疫系の解明とがん

症状緩和の確立 

千葉大学･薬学部・

教授 
川島博人 

生体免疫系の解明とがん

症状緩和の確立 

（変更の時期：平成 28 年 3 月 31 日） 

 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

    

 

 旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

がん性疼痛／難治性非

がん性疼痛発現機序の

解析および新規鎮痛薬の

探索 

薬動学教室 

・講師 
落合 和 

新規鎮痛薬や抗精神病薬

の生体内動態の解明 

（変更の時期：平成 26 年 4 月 1 日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

薬動学教室・講師 薬動学教室・准教授 落合 和 
新規鎮痛薬や抗精神病

薬の生体内動態の解明 
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 旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

がん性疼痛／難治性非

がん性疼痛発現機序の

解析および新規鎮痛薬の

探索 

薬剤学教室・ 

准教授 
小幡 誉子 

新規鎮痛薬や抗精神病薬

のＤＤＳ製剤の開発 

（変更の時期：平成 29 年 3 月 31 日） 

 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

薬剤学教室・准教授 薬剤学教室・教授 小幡 誉子 
新規鎮痛薬や抗精神病

薬のＤＤＳ製剤の開発 

 

 旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

麻薬性鎮痛薬ならびに抗

がん剤による副作用発現

機構の解明および軽減法

の探索 

薬理学教室・ 

助教 
酒井 寛泰 

抗がん剤による副作用の

発現機序の解明と副作用

の軽減法の開発 

（変更の時期：平成 26 年 4 月 1 日） 

 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

薬理学教室・助教 薬理学教室・講師 酒井 寛泰 

抗がん剤による副作用

の発現機序の解明と副

作用の軽減法の開発 

 

 旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

麻薬性鎮痛薬ならびに抗

がん剤による副作用発現

機構の解明および軽減法

の探索 

薬理学教室・ 

講師 
酒井 寛泰 

抗がん剤による副作用の

発現機序の解明と副作用

の軽減法の開発 

（変更の時期：平成 29 年 4 月 1 日） 

 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

薬理学教室・講師 
薬剤師職能開発研究部門・ 

准教授 
酒井 寛泰 

抗がん剤による副作用

の発現機序の解明と副

作用の軽減法の開発 
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１１ 研究進捗状況（※ ５枚以内で作成） 

（１）研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 
我が国では、団塊の世代が後期高齢者となる 2025 年以降の超高齢化社会を念頭に置いた医療革新

が必要不可欠となる。がん患者の増加に伴い、激痛に起因して低下する患者の人間的尊厳を確保／

維持するために、これまでの緩和医療では、ターミナルケアとして末期がん患者に対して施され、主に

治癒や延命でなく、痛みをはじめとした身体的、精神的な苦痛の除去のみを目的としていた。しかしな

がら、今後の超高齢化／ストレス社会を考えたとき、緩和医療はがん以外の病気による身体／精神の

器質および機能低下の症状緩和にまで及ぶべきである。こうした社会ニーズにもかかわらず、緩和医

療の現場ではバイオマーカー等による客観的診断基準が極めて乏しく、シンプルなアルゴリズムに従

った薬物治療が主流となっていることから、次世代型の包括的緩和医療を行うためには、分子緩和医

療学的基礎研究の推進が急務となっている。さらには、これまでの緩和医療が終末期医療であること

から、痛みの多様性、個人差などを考慮するための、患者サンプルを用いた精度の高い臨床研究は、

積極的に行われてこなかった現状がある。そこで本プロジェクトでは、本学におけるこれまでの疼痛緩

和研究、精神疾患研究、がん研究などにおける圧倒的な実績／経験を活かし、また長年に渡って共

同研究を行って来た大規模臨床施設の協力を得ながら、がん性／非がん性疼痛の緩和をはじめ、が

んによる免疫低下／悪液質の症状緩和、さらには医療用麻薬、抗がん剤および抗精神病薬などによ

る副作用対策、精神／神経疾患の症状緩和手法の探索など、臨床現場に不可欠な情報を提供する

ための「基礎／臨床融合型緩和医療研究」を遂行する。本プロジェクトの組織は、4 つの基礎研究グル

ープと 1つの臨床研究グループに区分される。基礎研究グループとしては、①がん性疼痛を含む難治

性疼痛発現における後生的遺伝子修飾（エピジェネティクス修飾）を伴ったミクロ環境解析と「痛み記

憶ネットワーク」解析、②がんによる全身免疫／悪液質発症の機序解析、③麻薬性鎮痛薬ならびに抗

がん剤による副作用発現機構の解析、④オプトジェネティクス手法を駆使した精神／神経疾患の症状

緩和の探索および精神／神経疾患治療薬の副作用解析を行い、さらには新規鎮痛薬／鎮静薬や抗

精神病薬等の探索を行う。一方、臨床研究グループは、⑤臨床共同実験施設より提供されるそれぞれ

の疾患／病態ならびに特定薬物投与が行われた患者の血液検体および線維芽細胞を用いて、ゲノム

解析、エピジェネティクス解析およびマイクロ RNA 発現解析ならびに“エクソソーム”の多次元解析など

の複合解析を行い、モデル動物から得られた研究結果との相関解析を行い、次世代の“包括的緩和

医療”を支えるための基礎／臨床融合型研究を遂行し、社会的ニーズに応える基盤拠点を構築するこ

とを目指す。 

（２）研究組織 

研究代表者は疾患による身体的、精神的苦痛の症状緩和の確立に関する上記プロジェクト①〜

⑤の統括を行う。本研究プロジェクトでは、本学で長年、精力的に行なわれ、強みでもある緩

和医療基礎研究の基盤や専門性を活かし、次世代の社会ニーズである“包括的緩和医療”を支え

るための最先端基礎／臨床融合型研究を展開する。本プロジェクトの遂行にあたっては、星薬

科大学内の教室・研究室間の垣根を越えた全学横断的な共同研究を展開し、さらには平成 26 年 

4 月に設立された「先端生命科学研究センター（L-StaR）」での最重要研究課題と位置付け、我

が国における緩和医療基礎研究の拠点基盤の構築を目指す。本研究に従事する研究者は 26 名

である。研究代表者 (成田 年) が研究統括を行い、研究代表者が教授兼センター長を務める

薬理学教室ならびに L-StaR で構成される中央グループ (葛巻、森、芝崎、河田、五十嵐、加藤、

田村、大塚) が研究遂行ならびに統括のサポートを行い、さらに、①〜⑤のグループを細分化

し、グループリーダー (山内、杉田、小幡、落合、築地、清水、酒井、池田) を設けることに

より、研究の加速化を行った。各研究グループならびに研究者間の情報交換は、定期的にミー

ティングを行い、平成 28 年 9 月 には、研究成果中間報告会を行い、各グループの進捗状況

について把握を行った。また、他の学外研究者には、医学的見地より、客観的なコメントを頂

きつつ、バイオマーカー同定に関するに研究推進のため、サンプル収集の手続きを進めている。

各研究室からの推進に基づき RA を採用するとともに、各教室に所属し、各プロジェクトに関

連するテーマに関わる大学院生が実験に参加している。 
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（３）研究施設・設備等 
当初の基盤支援構想調書に従い、星薬科大学敷地内の新星館 (16,969 m

2
)、医薬品化学研究所 

(3,705 m
2
)、第二新館 (8,646 m

2
) を使用し研究を行っている。平成 26 年 4 月に先端生命科学

研究センター (L-StaR) が新星館 6F に設けられ、センターの設立に伴い研究員が増員された。

L-StaR では、研究の統括補助を行うとともに、担がん動物における脳神経系の変容あるいはが

ん細胞そのものにおけるエピジェネティクス解析を中心に行っている。また、現在研究の推進

を図る目的で、動物センターを含む新たな研究施設 (8 号館) を建設中であり (戦略経費とは関

係ない)、平成 30 年度からは 8 号館を使用し研究を実施して行く予定である。本研究費より

補助を受け購入した研究装置として、IVIS LuminaIII イメージングシステム (102.1 hr)、BD 

FACS Aria III セルソーター (955.15 hr)、KEYENCE BZ-710 オールインワン蛍光顕微鏡 (192.28 

hr)、IR&UV レーザー蛍光システム (11.0 hr) があり、本研究の発展に十分寄与した。また、平

成 29-30 年度においては、さらに使用頻度が高まると予想される。 

（４）進捗状況・研究成果等 ※下記、１３及び１４に対応する成果には下線及び＊を付すこと。 
＜現在までの進捗状況及び達成度＞ 

 現在までの進捗状況は構想調書に照らし合わせて鑑みると当初の計画よりも順調に進展して

いる。平成 26 年度においては、当初目標としていたがん性疼痛／悪液質モデル動物（担がん

／がん転移モデル動物）、神経障害性疼痛モデル動物、ストレスモデル動物、オプトジェネティ

クスや化学遺伝学手法 (DREADD) を駆使した特定脳神経活性調節による疾患モデル動物など

の確立は全て行うことができた。研究の進展に合わせて、モデル動物の改良等は随時行ってい

る。血清からのエクソソーム（分泌型小胞顆粒であり、マイクロ RNA などを含み、全身の細

胞−細胞間のコミュニケーション媒体）の単離方法についても確立し、次年度に向けて順天堂

大学医学部附属順天堂医院 麻酔・ペインクリニック教室などとの共同研究等で実験用サンプ

ルの収集を行った。また他の学外研究者とも同様に研究推進のため、サンプル収集の手続きを

進めている。平成 27 ならびに平成 28 年度においては、平成 26 年度までに確立できた各種モ

デル動物を使用して、がん性疼痛／神経障害性疼痛発現解析、がんによる免疫低下／悪液質発

現機序の解析、麻薬性鎮痛薬ならびに抗がん剤による副作用解析、精神／神経疾患の症状緩和

の探索および精神／神経疾患治療薬の副作用解析を行った。特に担がんモデルについては、肺

がん、大腸がん、骨肉腫等種々のモデルを作製し、オプトジェネティクスや DREADD といっ

た特異的神経制御技術や FACS を用いた細胞分離技術との組み合わせにより、多くの研究成果

を得ることができた。さらには、タペンタドールなどの日本国内ではエビデンスの少ないオピ

オイド受容体作動薬や、TRV130 (oliceridine) などの米国では phase 3 に入った μ-オピオイド受

容体 G タンパクバイアスドリガンドならびに μ-オピオイド受容体 positive allostelic modulator 

である BMS-986122 等、今後新たな治療アルゴリズムを生み出し、日本の疼痛緩和ならびに副

作用軽減の主軸となる可能性のあるオピオイド受容体作動薬について新たな知見を得ることが

できた。上記に述べたような多角的なアプローチを行うことにより、病態の理解から、薬物治

療まで“包括的緩和医療”の実践に繋がるエビデンスを積み上げることができた。 

  

＜特に優れた研究成果＞ 

① がん性疼痛/難治性非がん性発現機序の解析および新規鎮痛薬の探索 

難治性疼痛発現におけるエピジェネティクスを伴ったミクロ環境解明と「痛み記憶ネットワー

ク」解明他 (成田、葛巻、五十嵐、田村、森、芝崎、河田、牛島、大塚): 中央グループでは上

記のテーマを中心として、横断的な解析を行っている。 

・ 神経障害性疼痛の難治化には、脊髄あるいは脳内におけるエピジェネティクス修飾の変化

が重要であり、疼痛制御には「痛みの細胞記憶」のリセットが重要であることが明らかと

なった*8,25,92-95,102,103,108, *3)-6),10),16),26),30),36),40),42)-44),50)-53),61)-63),68),69),72), 

77),84),98)111),132),134),145)147)。 

・ 神経障害性疼痛モデルの血中あるいは脊髄後根神経節において特異的に発現変動する

miRNA を明らかにした*11,77,92, *5),49),110),133)。 

・ G タンパク質依存的あるいは非依存的分類に基づいた数種 μ-オピオイド受容体作動薬の分
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子薬理学的プロファイリングを行い、既存あるいは新規の μ-オピオイド受容体作動薬の分

類を行い、個々の μ-オピオイド受容体作動薬は固有のシグナル活性を有することを明らか

と し た *13,26,76,81,82,87, *11),12),15),17),18),21),22),38),39),57),62),80)-82),90),92)-94)106), 

113),127),143),144),154),163)。 

・ ヒト非小細胞肺がんにおけるゲフィチニブ漸増処置による上皮間葉転換に、miR 155 ある

いは miR 200c の発現低下が重要な役割を果たしていることを明らかとした*20,100, *32), 

35),60),119)。 

・ トリプルネガティブ型乳がんは乳がんの中でも予後不良な疾患であり、その予後を予測可

能な血中マーカーは存在しない。本研究では、トリプルネガティブ型乳がん患者の予後が

予測可能な血中マーカーを同定した*18, *149),159)。 

・ トリプルネガティブ型乳がんは古典的な抗腫瘍薬の使用に限られ、その慢性的な治療は薬

剤耐性を引き起こし、治療抵抗性が問題となっている。本研究では、トリプルネガティブ

型乳がんの 5-FU 耐性自然獲得メカニズムを明らかにした*15, *101),115)。 

・ 腫瘍組織への特異的なターゲティングを可能とする間葉系幹細胞を用いた MDA-7 の分泌

制御を主体とした治療は、局所的かつ副作用の少ない治療法として有用である可能性を明

らかにした*17, *76),78),109)。 

・ 視床下部 POMC 神経を光遺伝学ならびに化学遺伝学的手法に従い特異的に刺激すること

で、抗腫瘍免疫効果があることを明らかとした*24, *1),19),29),37)58),86)91),99)103),112), 

117),121)-125),129),131),140),146),148),150),155),156),158)。 

・ がん悪液質モデルの視床下部領域において、脳内グリア細胞を介して、脳神経機能に異常

応答があることを明らかとした*124),137)160)。 

・ 腹側被蓋野内モルヒネ活性化細胞の同定と機能解析により、中脳ドパミン神経の活性化が

鎮痛に関わることを明らかとした*16,25,78,88,89, *1),2),7),8),20),23),25),31),34),41),48),52), 

56),59),64),65),67),70),74),79),102),104),108),114),118),120),126),134),135),141),150)-153),161)。 

・ 痛みが持続することにより、末梢における腫瘍増殖が血管新生を伴って亢進することが明

らかとなった*9),83),86),88),96),99),105),107),112),116),121),124),128),131),142),146)。  

・ Social defeat ストレスを始めとした精神的ストレス付加に伴い、疼痛関連脳部位における脳

内異常応答が惹起されていることを明らかとした*8, *54),71)。 

・ 疼痛あるいはがんによる知覚神経応答への影響について検討する目的で、ヒト iPS 細胞か

ら知覚神経への誘導を確立し、現在疼痛研究への応用を試みている*109, *132)。 

 

新規鎮痛薬等の開発/入手困難な化合物の合成 (杉田、山内、東山) 

・ 新規コンセプト μ-オピオイド受容体バイアストリガンド TRV130 の合成を行った。*26 

・ 日本にて 2017 年 3 月、製造販売の承認を取得した末梢性 μ-オピオイド受容体拮抗薬

naldemedine の合成は、最終工程の単離及び精製段階である。 

・ μ-オピオイド受容体アゴニストの positive allosteric modulater (PAM)である 8 化合物を合成

した。 

・ κ-オピオイド受容体を介した抗侵害作用を示す新規化合物を合成し、活性評価を行った。 

*27,28, *164)-171), 



鎮痛薬や鎮痛補助薬ならびに抗がん剤の生体内動態の解明と DDS 製剤の開発(小幡、落合) 

・ これまで経皮吸収型製剤のなかった薬物に関して、皮膚透過性を評価した。デュロキセチ

ン、ガランタミン、リュープロレリンともに、製剤成分の組み合わせの工夫により、治療

域の血中濃度を達成できる可能性が示唆された。(小幡) *33,43,49,50, *172)-202) 

・ 神経障害性疼痛時には、投与したモルヒネが作用部位の脳内に移行し難いことが明らかと

なった*52。そのメカニズムとして小腸の排泄型トランスポーターP 糖タンパク質の発現量

が増加していること、ならびに肝臓のモルヒネの代謝酵素（グルクロン酸抱合酵素）が有

意に増加していることを明らかとした。(落合) *52-54 

② がんによる免疫低下/悪液質発現の機序解析と症状緩和の探索 
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がんによる免疫低下の発現機序解明と症状緩和の確立 (築地) 

・ 末梢血由来の B 細胞の抗体遺伝子のレパートリー解析を通じて、免疫応答の評価が可能で

あることを明らかとした*209),210),212)。 

がんによる悪液質発症ならびにがん転移の発現機序の解明と症状緩和の確立 (清水、武藤) 

・ 既存薬スクリーニングと c-MYC の ChIP-seq 解析の結果を融合し、PDGFR の阻害薬である

imatinib の骨肉腫適応への条件が明らかとなった。さらに、スタチン系薬剤（Mol Cancer Ther 

2017）や calcitriol（投稿中）がもつ骨肉腫に対する抗腫瘍効果の新しい分子機構が明らかと

なった。*60,61, *215)-217),221),222) 

③ 抗がん剤による副作用の発現機序解明と副作用の軽減法の開発 

麻薬性鎮痛薬ならびに抗がん剤による副作用発現の解析および軽減法の探索 

(酒井、加藤、森、芝崎) 

・ 5-Fluorouracil (5-FU) が誘発する食欲抑制には、結腸由来の peptide YY 発現および分泌増加

が関与していることを明らかにした*69。 

・ 5-FU 投与マウスにおける下痢発症、体重減少、結腸 CXCL1 遺伝子発現上昇、結腸 HAT 活性

に対するクルクミンの効果を検討したところ、全てにおいて有意な抑制効果が認められた。
*64,70, *225),226),228),230),233),238) 

・ シスプラチンが誘発する筋萎縮には、筋組織における筋萎縮原因遺伝子である MuRF1 や atrrogin-1 

の著明な発現上昇のみならず、26s プロテアソーム関連因子の発現増加が関与していることを明らかに

した。*63, *227),229),231),232),234)-237),239)-241) 

④ 精神疾患の症状緩和の確立ならびに抗精神病薬の副作用軽減法の開発 

(池田、亀井、河田、岡野) 

・ 担がんマウスにおいて、海馬では keratynocyte-derived cytokine (KC) が、扁桃体では

interleukin-5 (IL-5) の産生がそれぞれ増加することを明らかにし、さらにこれらのサイトカ

インを対照マウスの脳室内に投与することにより恐怖記憶が変化することを突き止めた。

この結果はサイトカインが中枢において重要な役割を果たすことを示唆するものである。

さらには、これまで精神的なストレスにより生じると考えられていたがん患者における精

神障害が、精神的なストレスのみでなく悪性腫瘍の存在に起因する中枢機能変化によるも

のであることも示唆している*248),249)。 

⑤ 緩和医療現場における臨床検体の網羅的解析 (中村、小澤、尾崎、井関) 

・ 痛みによって変動する特定遺伝子の解析 (承認番号 27-008) 、脊髄髄内腫瘍術後の脊髄障害

性疼痛の定量的解析 (承認番号 28-002)、神経発達障害群 (自閉症など) の原因遺伝子解析と

エピジェネティクス研究 (承認番号 27-011) ならびにこころの病気やこころの発達のかた

よりに関する iPS 細胞・hiN 細胞の作成とそれを用いた解析に関する研究  (承認番号 

H25-1) について倫理審査委員会の承認を得て、患者検体の収集を行っている。痛みのバイ

オマーカーの探索患者血液より血清を分取し、血清由来エクソソームを単離することによ

り、エクソソーム内に内包される miRNA の発現解析を行っている。また、精神/神経疾患

の症状緩和の探索を目的として、末梢血におけるエピジェネティクス解析や精神疾患か患

者 iPS 細胞を用いた分子メカニズム解析を行う準備を整えている。 

 

＜問題点とその克服方法＞ 

 がん性疼痛／悪液質モデル動物（担がん／がん転移モデル動物）、神経障害性疼痛モデル動物、

ストレスモデル動物、オプトジェネティクスや化学遺伝学手法 (DREADD) を駆使した特定脳

神経活性調節による疾患モデル動物などを用いた解析については、目的に応じた適切なモデル

が確立できたため、大きな問題点はない。体内動態や製剤化などについては、脳実質組織や肝

臓組織中の関心領域を特定すために、レーザーマイクロダイセクションで切り出し、組織内に

おける個々の細胞における薬物分布を解析することで、より精度の高いデータを得られると考

える。これまで 3 年間での業績をもとに、残り 2 年間に取り組む重点項目を選定し、成果を

取りまとめて行く。そのために、研究報告会の実施ならびにミーティングを行う。 
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＜研究成果の副次的効果（実用化や特許の申請など研究成果の活用の見通しを含む。）＞ 

本研究を遂行することにより、担がん状態における脳機能変化を抽出することが可能となり、

全身症状緩和を行うためには中枢内オピオイド神経系をコントロールすることが重要であると

の知見を得た。そのため、疼痛緩和に用いられる既存のオピオイド受容体作動薬や新規 μ-オピ

オイド受容体作動薬の特性の正確な理解は、症状をコントロールする上では非常に重要な位置

づけとなる。これまでの研究を通して、脳内のオピオイド神経系を適切にコントロールするこ

とは、疼痛緩和、副作用軽減、がん自体の病態の制御に関わることを見出している。こうした

知見は緩和医療における新たな治療アルゴリズムを提唱することが可能となる。こうした研究

から得たメカニズムより、適切な薬物療法を緩和医療学会や緩和医療薬学会、ペインクリニッ

ク学会、日本麻酔学会等で提示し、薬物の治療アルゴリズムを普及していく。また、ドラッグ

のリポジショニングによる腫瘍血管新生の抑制や骨肉腫に効果を示す新たな薬効に関する特許

申請（新規用途発明）を検討中である。 

 

＜今後の研究方針＞ 

これまでの研究においては、非常に効率良く成果を得ることができている。平成 29 年度以降

は引き続き申請書に基づくコンセプトで研究を推進し、なかでも μ-オピオイド受容体のリガン

ドバイアスド効果の検討に基づく新規薬物治療アルゴリズムの提案、担がんモデルならびに疼

痛モデルの中枢神経系機能異常を中心とした病態解析に重点を置いて研究を行って行く。研究

成果の公表ならびに実用化にも重点を置き、学会等を介して現場の医師や薬剤師に対するアナ

ウンスを行っていくとともに、ハイインパクトファクター論文の投稿/受理を目指す。 

＜今後期待される研究成果＞ 

脳内のオピオイド神経系を適切にコントロールすることは、疼痛緩和、副作用軽減、がん自体

の病態の制御に有用であることを見出している。こうした知見により、緩和医療における新た

な治療アルゴリズムを提唱することが可能となる。 

＜自己評価の実施結果及び対応状況＞ 

原著論文や学会発表等、本研究費に見合った十分な成果が出ている。平成 26 年度、平成 27 年

度ならびに平成 28 年度において本研究課題における内部研究報告会を実施し、各研究グルー

プの進捗の報告ならびに研究の方向性や達成度に伴う改善点等について議論を行った。前年度

の課題を次年度に反映させることにより、効率良く結果が得られている。 

＜外部（第三者）評価の実施結果及び対応状況＞ 

平成 28 年度においては、本事業の中間報告会として、研究成果中間報告会を行った。外部研

究者として、東京大学大学院薬学系研究科 生命物理化学教質 教授 嶋田一夫先生ならびに

東京大学医学系研究科 脳神経医学専攻 神経生化学 教授 尾藤晴彦先生、和歌山県立医科

大学 解剖学教室 名誉教授/大阪行岡医療大学 医療学部 理学療法学科 教授 仙波恵美子

先生にご出席頂き、研究プロジェクトが精力的に行われていることを評価頂いた。また、外部

評価としては、和歌山県立医科大学 解剖学教室 名誉教授/大阪行岡医療大学 医療学部 理

学療法学科 教授の仙波恵美子先生に評価頂き、適切に使用しているとして評価頂いた。 

 

 

 

１２ キーワード（当該研究内容をよく表していると思われるものを８項目以内で記載してくださ

い。） 

（１）  緩和医療           （２） 疼痛緩和            （３） オピオイド                 

（４）  がん              （５） 鎮痛補助薬          （６）  ドパミン                

（７）  バイオマーカー        （８）                   

 

１３ 研究発表の状況（研究論文等公表状況。印刷中も含む。） 

上記、１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付すこと。 
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36) *不完全な除痛が引き起こす痛みの増悪化の解析：初期除痛や突発痛除痛の重要性と“痛み

の細胞記憶” 

大井香織 1
, 池上大悟 1

, 八重樫香菜子 1
, 成田道子 1

, 葛巻直子 1
, 岡野栄之 2

, 牛島俊和 3
, 成

田 年 1,4
 

（1星薬大・薬理, 
2慶応大医, 

3国立がんセ, 
4星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)） 

 

37) *脳によるがん免疫調節機構：症状悪化の一因となる“視床下部オピオド神経系”の機能低

下 

田崎慶彦 1
, 森田加奈 1

, 有馬崇充 1
, 成田道子 1

, 池上大悟 1
, 山下 哲 1

, 青木一教 2
, 成田 

年 1
 

（1星薬大・薬理, 
2国立がんセ） 

 

38) * “弱オピオイド”と“部分作動薬”を混同しないための科学的根拠フェンタニルとトラマド

ールの併用とその有用性 

桑田大嗣 1
, 濱田祐輔 1

, 小嶋千潤 1
, 上園保仁 2

, 山口重樹 3
, 葛巻直子 1

, 池上大吾 1
, 成田 

年 1,4
 

（1星薬大・薬理, 
2国立がんセ, 

3獨協医大医, 
4星薬大・先端生命科学研究セ(L-StaR)） 

 

39) *Methadone 誘発感覚効果及び便秘の特徴  

内田匡志 1
, 森友久 1

, 鵜澤直生 1
, 王恵理佳 1

, 土井星来 1
, 芝﨑真裕 1

, 鈴木 勉 1
 

（1星薬大・薬品毒性） 

 

IASP 15th World Congress on Pain 

2014 年 10 月 6 - 11 日, Buenos Aires, Argentina 

40) *Pain-induced epigenetic cell modification and significance of primary pain-control 

Narita, M.
1,2

 

(
1
Life Science Tokyo Advanced Research Center (L-StaR), Hoshi Univ., 

2
Dept. Pharmacol., Hoshi 

Pharm. Univ.) 

 

41) *An aerobic exercise relieves chronic pain and increases the micro RNA 200b/429 expressions in 

nucleus accumbens neurons 

Wakaizumi, K.
1,2

, Yamashita, A.
2
, Hamada, Y.

2
, Ikegami, D.

2
, Kawabe, R.

2
, Kondo, T.

2
, 

Nagatsuka, Y.
1,2

, Narita, M.
2
, Morisaki, H.

1 
and Narita, M.

2
 

(
1
Keio Univ. Sch. Med., 

2
Dept. Pharmacol., Hoshi Pharm. Univ.) 

 

第 29 回日本整形外科学会基礎学術集会 

2014 年 10 月 9 - 10 日, 鹿児島 

42) *痛みの細胞記憶とエピジェネティクス 

池上大悟 1
, 成田 年 1,2

 

（1星薬大・薬理, 
2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)） 
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第 9 回臨床ストレス応答学会 

2014 年 11 月 1 - 2 日, 岡山 

43) *エピジェネティクス修飾異常に伴う"痛みの細胞記憶"の形成 

成田年 1,2
 

（1星薬大・薬理, 
2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)） 

 

Society for Neuroscience 2014 

2014 年 11 月 15 - 19 日, Washington, D.C. 

44) *Astrocytes-specific transcriptional activation of MCP-3 (CCL7) associated with histone 

modifications in the spinal cord by peripheral neuropathy 

Ikegami, D.
1
, Ohi, K.

1
, Narita, M.

1
, Kuzumaki, N.

1
, Ushijima, T.

2
 and Narita, M.

1,3
 

（1
Dept. Pharmacol., Hoshi Pharm. Univ., 

2
NCCRI., 

3
Life Science Tokyo Advanced Research 

Center (L-StaR), Hoshi Univ.） 

 

45) Analysis of sleep disorders under pain using an optogenetic tool: possible involvement of the 

activation of dorsal raphe nucleus-serotonergic neurons 

Ito, H.
1,2

, Yanase, M.
1
, Yamashita, A.

1
, Kitabatake, C.

1
, Hamada, A.

1
, Suhara, Y.

1
, Narita, M.

1
, 

Ikegami, D.
1
, Sakai, H.

1
, Yamazaki, M.

2
 and Narita, M.

1,2
 

（1
Dept. Pharmacol., Hoshi Pharm. Univ., 

2
Toyama Univ.） 

 

46) Discovery of a novel T-type calcium channel blocker for the treatment of neuropathic pain  

Hirai, Y.
1
, Kawazu, T.

1
, Yasutake, K.

1
, Adachi, M.

1
, Naitoh, T.

1
, Ikegami, D.

2
and Narita, M.

2,3  

(
1
Nissan Chem. Industries, Ltd., 

2
Dept. Pharmacol., Hoshi Pharm. Univ., 

3
Life Science Tokyo 

Advanced Research Center (L-StaR), Hoshi Univ.) 

 

47) A novel T-type calcium channel blocker P11520031 is effective for neuropathic pain without 

CNS-linked side effects 

Hamada, Y.
1
, Ikegami, D.

1
, Hamada, A.

1
, Hirai, Y.

2
, Kawazu, T.

2
 and Narita, M.

1,3
 

(
1
Dept. Pharmacol., Hoshi Pharm. Univ., 

2
Nissan Chem. Industries, Ltd., 

3
Life Science Tokyo 

Advanced Research Center (L-StaR), Hoshi Univ.) 

 

第 44 回日本神経精神薬理学会 

2014 年 11 月 20 - 22 日, 名古屋 

48) *包括的緩和医療や慢性疼痛治療に必要な脳内報酬系／情動系ネットワーク異常応答の理

解 

成田 年 1,2
 

（1星薬大・薬理, 
2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)） 

 

49) *神経障害性疼痛による側坐核領域内 miRNA 発現変動を介した翻訳異常応答 

濵田麻美 1
, 榊雅美子 1

, 染谷一樹 1
, 五十嵐勝秀 2

, 池上大悟 1
, 成田道子 1

, 葛巻直子 1
, 成田 

年 1,2
 

（1星薬大・薬理, 
2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)） 
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第 9 回臨床ストレス応答学会 

2014 年 11 月 1 - 2 日, 岡山 

50) *エピジェネティクス修飾異常に伴う”痛みの細胞記憶”の形成 

成田 年 1,2
 

（1星薬大・薬理, 
2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)） 

 

第 58 回 脳の医学・生物学研究会 

2015 年 1 月 10 日, 名古屋 

51) *痛みと情動障害：痛みの細胞記憶 

成田 年 1,2
 

（1星薬大・薬理, 
2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)） 

 

第 88 回日本薬理学会年会 

2015 年 3 月 18 - 20 日, 名古屋 

52) *難治性疼痛発現機序探索のための“痛みネットワーク”解析に連動した複合型オミクス解

析：ケミカルジェネティクスシステムやゲノムワイド解析の応用 

成田 年 1,2 

（1星薬大・薬理, 
2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)） 

 

53) *痛みストレスによるエピジェネティクス異常応答 

池上大悟 1
, 成田 年 1,2

 

(1星薬大・薬理, 
2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 

54) *神経障害性疼痛様刺激における扁桃体でのリボソームタンパク質発現の発現変化：“痛み

に関連した不安関連因子”のゲノムワイド検索 

西須大徳 1,2
, 五十嵐勝秀 3

, 成田道子 2
, 池上大悟 2

, 葛巻直子 2
, 和嶋浩一 1

, 中川種昭 1
, 成

田 年 2,3
 

(1慶応大医, 
2星薬大・薬理, 

3星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)） 

 

55) 慢性疼痛に伴う睡眠/情動障害における帯状回アストロサイトの機能的役割：オプトジェネ

ティクス法に従ったアストロサイトの人工的制御による解析 

濱田祐輔 1
, 田村英紀 2

, 山下 哲 1,3
, 成田道子 1

, 池上大悟 1
, 葛巻直子 1

, 成田 年 1,2
 

(1星薬大・薬理, 
2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR), 

3名大医) 

 

56) *光遺伝学的手法ならびに DREADD システムを用いた痛覚伝達における中脳辺縁ドパミ

ン神経系の機能解析 

渡邉 萌 1
, 山下 哲 2

, 成田道子 1
, 濱田祐輔 1

, 池上大悟 1
, 葛巻直子 1

, 山中章弘 2
, 成田 

年 1,3
 

(1星薬大・薬理, 
2名大医, 

3星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 

57) *μ オピオイド受容体作動薬の分子薬理学的プロファイリング; Positive allosteric modulator 
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(PAM) を用いた ligand-biased efficacy の比較解析 

桑田大嗣 1
, 濱田祐輔 1

, 横山明信 2,3
, 有馬崇充 1

, 山内貴靖 1
, 杉田和幸 1

, 東山公男 1
, 葛巻

直子 1
, 池上大悟 1

, 上園保仁 2
, 成田 年 1,4

 

(1星薬大・薬理, 
2国立がんセ, 

3東京理大, 
4星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR))  

 

58) *視床下部 POMC 神経の抗腫瘍免疫機構及び腫瘍増殖に与える影響 

森田加奈 1
, 田崎慶彦 1

, 濱田祐輔 1
, 渡邉 萌 1

, 成田道子 1
, 池上大悟 1

, 青木一教 2
, 葛巻直

子 1
, 成田 年 1,3

 

(1星薬大・薬理, 
2国立がんセ, 

3星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR))  

 

59) *トレッドミル運動により引き起こされる除痛効果における中脳辺縁ドパミン神経系の役

割 

近藤貴茂 1
, 若泉謙太 1,2

, 山下 哲 1,3
, 濱田祐輔 1

, 渡邉 萌 1
, 川辺 塁 1

, 池上大悟 1
, 成田

道子 1
, 葛巻直子 1

, 山中章弘 3
, 森崎 浩 2

, 仙波恵美子 4
, 成田 年 1,5

 

(1星薬大・薬理, 
2慶応大医, 

3名大医, 
4大阪行岡大,

5星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR))  

 

日本薬学会第 135 回年会 

2015 年 3 月 25 - 28 日, 神戸 

60) *次世代型“包括的がん緩和医療”への取り組み − 抗がん剤による耐性獲得およびがん増

悪化の分子理解 

葛巻直子 1
, 成田道子 1

, 池上大悟 1
, 成田 年 1,2

 

(1星薬大・薬理, 
2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)） 

 

第 29 回日本ニューロモデュレーション学会 

2015 年 4 月 25 日, 東京 

61) *慢性疼痛と細胞記憶 

成田 年 1,2
 

(1星薬大・薬理, 
2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 

岩手・緩和医療と薬理学を考える会 

2015 年 4 月 28 日, 岩手 

62) *緩和医療における除痛の意義のもう一つの解釈とオピオイド鎮痛薬の分子薬理学的基礎

知識 

成田 年 1,2
 

(1星薬大・薬理, 
2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 

痛みを考える薬剤師の会 

2015 年 5 月 30 日, 東京 

63) *持続痛による生体へのダメージを科学する 

成田 年 1,2
 

(1星薬大・薬理, 
2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)） 
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46th meeting of the INRC in conjunction with the 77th annual CPDD 

2015 年 6 月 15 - 19 日, Phoenix, AZ 

64) *Chronic pain modulates the molecular function of the opioid-reward network  

N. Kuzumaki
1
, M. Narita

1
, M. Narita

1,2
 

(
1
Dept. Pharmacol., Hoshi Pharm. Univ., 

2
 Life Science Tokyo Advanced Research Center 

(L-StaR), Hoshi Univ.) 

 

65) *Changes in VTA-MOR function associated with opioid reward by neuropathic pain and chronic 

treatment with ethanol 

M. Shibasaki
1
, N. Kuzumaki

1
, M. Narita

1
, K. Igarashi

2
, T. Mori

1
, T. Suzuki

1
, M. Narita

1,2
 

(
1
Dept. Pharmacol., Hoshi Pharm. Univ., 

2
 Life Science Tokyo Advanced Research Center 

(L-StaR), Hoshi Univ.) 

 

66) Crucial role of κ-opioidergic system for tumor angiogenesis  

Y. Hamada
1
, K. Yamamizu

2
, M. Narita

1
, N. Kuzumaki

1
, M. Yamazaki

3
, H. Nagase

4
, J. Yamashita

2
, 

M. Narita
1,5

 

(
1
Dept. Pharmacol., Hoshi Pharm. Univ., 

2 
Kyoto Univ. Sch. Med., 

3 
Toyama Univ., 

4 
Tsukuba 

Univ., 
5 
Life Science Tokyo Advanced Research Center (L-StaR), Hoshi Univ.) 

 

67) *Involvement of the mesolimbic dopaminergic pathway in morphine-induced analgesia 

M. Watanabe
1
, A. Yamashita

2
, M. Narita

1
, Y. Hamada

1
, D. Ikegami

1
, N. Kuzumaki

1
, A. 

Yamanaka
2
, M. Narita

1,3
 

(
1
Dept. Pharmacol., Hoshi Pharm. Univ., 

2 
Nagoya Univ. Sch. Med., 

3 
Life Science Tokyo 

Advanced Research Center (L-StaR), Hoshi Univ.) 

 

第 43 回昭和大学神経研究会 

2015 年 6 月 26 日, 東京 

68) *痛みの細胞記憶：慢性疼痛への岐路の探索 

成田 年 1,2
 

(1星薬大・薬理, 
2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 

第 37 回日本疼痛学会 

2015 年 7 月 3 - 4 日, 熊本 

69) *Jmjd3 依存的エピジェネティック修飾に伴った脊髄アストロサイト内の複数遺伝子長期

的発現変動による脊髄内疼痛感作形成機構 

葛巻直子 1
, 池上大悟 1

, 成田道子 1
, 松下夏樹 2

, 五十嵐勝秀 3
, 牛島俊和 3,4

, 成田 年 1,3
 

(1星薬大・薬理, 
2愛媛大医 先端医療創生セ, 

3星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR), 
4国立

がんセ) 

 

70) *トレッドミル運動による神経障害性疼痛の除痛機序におけるドパミン神経と側坐核の役

割 

若泉謙太 1,2
, 山下 哲 3

, 濱田祐輔 2
, 渡邉萌 2

, 川辺 塁 2
, 近藤貴茂 2

, 池上大悟 2
, 葛巻直
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子 2
, 成田道子 2

, 森崎 浩 1
, 仙波恵美子 4

, 五十嵐勝秀 5
, 成田 年 2,5

 

(1 慶応大医, 
2星薬大・薬理, 

3名大医, 
4大阪行岡大, 

5星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 

71) *神経障害性疼痛下の辺縁系領域における“慢性疼痛に関連した不安関連因子”のゲノムワ

イド検索 

濱田祐輔 1
, 西須大徳 1, 2

, 濵田麻美 1
, 池上大悟 1

, 五十嵐勝秀 3
, 成田道子 1

, 葛巻直子 1
, 和

嶋浩一 2
, 中川種昭 2

, 成田 年 1,3
 

(1星薬大・薬理, 
2 慶応大医, 

3星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 

第 23 回クリニカルファーマシーシンポジウム医療薬学フォーラム 2015 

2015 年 7 月 4 - 5 日, 名古屋 

72) *慢性疼痛への分岐点としてのエピジェネティクス制御応答と細胞記憶 

成田 年 1,2
 

(1星薬大・薬理, 
2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 

第 38 回日本神経科学大会 

2015 年 7 月 28 - 31 日, 神戸 

73) 神経障害性疼痛に伴う疼痛増悪/情動障害における帯状回アストロサイトの機能的役割 

濱田祐輔 1
, 田村英紀 2

, 山下 哲 3
, 小嶋千潤 1

, 成田道子 1
, 池上大悟 1

, 葛巻直子 1
, 池谷裕

二 4
, 山中章弘 3

, 成田 年 1,2
 

(1星薬大・薬理, 
2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR), 

3名大医, 
4 東大薬)  

 

74) *光遺伝学的手法ならびに DREADD システムを用いたモルヒネ鎮痛効果における中脳辺

縁ドパミン神経の機能解析 

渡邉 萌 1
, 山下 哲 2

, 成田道子 1
, 濱田祐輔 1

, 池上大悟 1
, 田村英紀 3

, 葛巻直子 1
, 加藤成

樹 4
, 小林和人 4

, 山中章弘 2
, 成田 年 1,3  

(1星薬大・薬理, 2名大医, 3星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR), 4福島県立医大医) 

 

75) マウスセロトニントランスポーター発現のDNAメチル化依存的制御領域の探索とその人

為的制御の試み 

五十嵐勝秀1,5
, 大塚まき1,5

, 中島欽一2,5
, 成田 年1,4

, 加藤忠史3,5
 

(
1星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR), 

2九州大, 
3理研, 

4星薬大・薬理, 
5独立行政法人科学

技術振興機構 (CREST)) 

 

Joint symposium and Summer school for Julius-Maximilians-Universitat Wurzburg and Hoshi 

University 

2015 年 7 月 29 日, Tokyo 

76) *Mesenchymal stem cell-based, image-guided breast cancer therapy 

A. Sagara
1
, T. Karasawa

1
, K. Igarashi

2
, M. Narita

1, 2
, Y. Kato

2 

(
1
Dept. Pharmacol., Hoshi Pharm. Univ., 

2
 Life Science Tokyo Advanced Research Center 

(L-StaR), Hoshi Univ.) 
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第2回緩和医療薬学研究会 第3回Tokyo疼痛緩和次世代研究会 合同研究会 

2015 年 8 月 5 - 6 日, 東京 

77) *痛みによる脳内環境変容の生物学 

成田 年1,2
 

(
1星薬大・薬理, 

2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 

78) *転移がんの局所治療効果を目指した新規画像誘導がん治療法の確立：間葉系幹細胞とイ

メージング技術の応用 

相良篤信1
, 唐澤武司1

, 五十嵐勝秀2
, 成田 年1,2

, 加藤良規2
 

(
1星薬大・薬理, 

2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 

79) *トレッドミル運動による神経障害性疼痛の除痛機序におけるドパミン神経と側坐核の役

割 

近藤貴茂1
, 若泉謙太1,2

, 山下 哲1,3
, 濱田祐輔1

, 渡邉 萌1
, 川辺 塁1

, 池上大悟1
, 葛巻直

子1
, 成田道子1

, 森崎 浩2
, 仙波恵美子4

, 五十嵐勝秀5
, 成田 年5

 

(
1星薬大・薬理, 

2慶応大医, 
3名大医, 

4大阪行岡大, 
5星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 

80) *数種μオピオイド受容体作動薬の細胞内陥入を指標とした細胞薬理学的プロファイリン

グ 

有馬崇充1
, 高橋知之1

, 桑田大嗣1
, 関口美緒1

, 水上想莉1
, 宮野加奈子2

, 濱田祐輔1
, 成田道

子1
, 葛巻直子1

, 上園保仁2
, 成田 年1,3

 

(
1星薬大・薬理, 

2国立がんセ, 
3星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 

81) *Morphineの副作用に対するaprepitantの有用性 

大西永里子1
, 芝崎真裕1

, 佐々木美里1
, 成田 年1,2

 

(
1星薬大・薬理, 

2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 

82) *Morphine 誘発中枢性大腸輸送能低下作用に関わる脳部位の検討 

佐々木美里1
, 芝崎真裕1

, 大西永里子1 
, 成田 年1,2 

(
1星薬大・薬理, 

2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 

生体機能と創薬シンポジウム 2015 

2015 年 8 月 27 - 28 日, 船橋          

83) *光遺伝学的手法ならびに化学遺伝学的手法を用いた人工的知覚神経活性制御による 痛

覚閾値変動 

近藤貴茂 1
, 渡邉 萌 1

, 須原佑樹 1
, 成田道子 1

, 葛巻直子 1
,  山中章弘 2

, 成田 年 1,3
 

(1星薬大・薬理, 
2名大医, 

3星薬大・先端生命化学研究セ (L-StaR)) 

 

第 58 回神経化学大会 

2015 年 9 月 11 - 13 日, 大宮 

84) *Chronic nociceptive stimuli induce “cell memory due to pain” with epigenetic modification 

N. Kuzumaki
1
, M. Narita

1
, K. Igarashi

2
, M. Narita

1,2 
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(
1
Dept. Pharmacol., Hoshi Pharm. Univ., 

2
 Life Science Tokyo Advanced Research Center 

(L-StaR), Hoshi Univ.) 

 

第 45 回日本神経精神薬理学会 

2015 年 9 月 24 - 26 日, 東京 

85) Methamphetamine による摂取感覚効果発現機序解明のためのニューラルサーキットジェネ

ティクス法およびオンセル解析法の応用 

菅 綾香 1
, 林 明音１, 濱田祐輔 1

, 成田道子 1
, 田村英紀 2

, 葛巻直子 1
, 森 友久 1

, 成田 

年 1,2
 

(1星薬大・薬理, 
2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 

第 9 回日本緩和医療薬学会 

2015 年 10 月 2 - 4 日, 横浜 

86) *痛みによるがん免疫変容を考える：痛みによる腫瘍修飾とオピオイド生理応答 

成田 年 1,2
 

(
1星薬大・薬理, 

2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 

87) 緩和医療におけるタイトレーションおよび睡眠障害・不安の改善の科学の意義 

葛巻直子 1
, 成田 年 1,2

 

(
1星薬大・薬理, 

2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 

88) *知覚神経の活性調節による腫瘍増殖への影響 

近藤貴茂 1
, 濱田祐輔 1

, 須田雪明 1
, 森田加奈 1

, 小池友哉 1
, 成田浩気 1

, 北川美奈 1
, 成田道

子 1
, 葛巻直子 1

, 成田 年 1,2
 

(
1星薬大・薬理, 

2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR) ） 

 

89) オピオイドの副作用マネジメントに用いる抗精神病薬の薬理学的プロファイリング比較 

鳥越一宏 1
, 森 友久 2

, 芝﨑真裕 2
, 湧井宣行 1

, 櫻井正太郎 1
 , 葛巻直子 2

, 鈴木 

勉 3
, 成田 年 2,4

 

(
1星薬大・実務, 

2星薬大・薬理, 
3星薬大・薬物依存, 

4先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 

90) *メサドンの薬理作用発現機序の解析：NMDA 受容体非依存的なモルヒネ低感受性 μ-オピ

オイド受容体連関下流シグナル応答 

土井星来 1,3
, 森 友久 1

, 鵜沢直生 1
, 内田匡司 1

, 桑田大嗣 1
, 有馬崇充 1

, 成田道子 1
, 葛巻

直子 1
, 鈴木 勉 2

, 上園保仁 4
, 成田 年 1,5

 

(
1星薬大・薬理,

2星薬大・薬物依存, 
3湘南藤沢徳洲会病, 

4国立がんセ, 
5星薬大・先端生命科

学研究セ (L-StaR)) 

 

91) *腫瘍増殖に対する末梢ならびに中枢における μ-オピオイド受容体刺激による相反的作

用；中枢性 μ-オピオイド神経を介した抗腫瘍効果 

森田加奈 1
, 濱田祐輔 1

, 田﨑慶彦 1
, 近藤貴茂 1

, 志保井美桜 1
, 伊藤 航 1

, 藤森由梨 1
, 成田

道子 1
, 鈴木雅美 2

, 葛巻直子 1
, 成田 年 1
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(
1星薬大・薬理, 

2国立がんセ) 

 

92) *フェンタニルへのオピオイドスイッチングにおける排便状況の調査 

小森智也 1
, 小宮幸子 1,2

, 吉森奈々1
, 太田一郎 1

, 森 友久 2
, 成田 年 2

, 鈴木 勉 3
, 西川能

治 1 

(
1横浜市立大附属病, 

2星薬大・薬理, 
3星薬大・薬物依存) 

 

93) *トラマドールによる小腸輸送能低下作用：トラマドール代謝物 Ｍ1 およびモルヒネの比

較検討 

八幡彩香 1
, 高橋知之 1

, 有馬崇充 1
, 日向麻美 1

, 濱田祐輔 1
, 芝崎真裕 1

, 葛巻直子 1
, 森 友

久 1
, 上園保仁 2

, 成田 年 1,3
 

(
1星薬大・薬理, 

2国立がんセ, 
3星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 

94) *数種 μ オピオイド受容体作動薬の細胞内陥入を指標とした細胞薬理学的プロファイリン

グ 

有馬崇充 1
, 桑田大嗣 1

, 高橋知之 1
, 関口美緒 1

, 水上想莉 1
, 宮野加奈子 2

, 濱田祐輔 1
, 成田

道子 1
, 葛巻直子 1

, 上園保仁 2
, 成田 年 1,3

 

(
1星薬大・薬理, 

2国立がんセ, 
3星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 

第 50 回アルコール・薬物依存関連学会合同学術総会 

2015 年 10 月 11 - 13 日, 神戸 

95) 遺伝子工学技術の応用による morphine 誘発逆耐性現象の発現に寄与する活性化細胞

（“On”cell）の探索 

菅 綾香 1
, 林 明音１, 森 美貴子 1

, 濱田祐輔 1
, 成田道子 1

, 田村英紀 2
, 芝崎真裕 1

, 葛巻

直子 1
, 森 友久 1

,成田 年 1,2 

(1星薬大・薬理 , 
2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 

第 3 回がん疼痛マネジメント研究会 

2015 年 10 月 16 日, 横浜 

96) *痛みによる腫瘍修飾の生物学とその修飾に関与するオピオイド生理応答 

成田 年 1,2
 

(1星薬大・薬理, 
2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 

第 35 回鎮痛薬・オピオイドペプチドシンポジウム 

2015 年 10 月 16 - 17 日, 和歌山 

97) 分化、免疫応答ならびに腫瘍を制御するオピオイド受容体機能の多次元性の解析 

須田雪明 1, 葛巻直子 1, 濱田祐輔 1, 成田道子 1, 山水康平 2, 成田 年 1,3 

(1星薬大・薬理, 2京都大, 3星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)） 

 

第 9 回次世代を担う若手医療薬科学シンポジウム 

2015 年 11 月 7-8 日, 千葉 

98) *エピジェネティクスに着目した包括的疼痛緩和ケア 



（様式１） 

 

法人番号 131086 

プロジェクト番号 S1411019 

 

成田 年 1,2
 

(1星薬大・薬理, 
2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 

第 25 回日本医療薬学会 

2015 年 11 月 21 - 23 日, 横浜 

99) *痛みがもたらす末梢免疫増悪化や脳神経免疫ネットワークの負の連鎖：鎮痛薬によるダ

イナミックな“生体恒常性回復効果” 

成田 年 1,2
 

(1星薬大・薬理, 
2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 

第 29 回東京アルコール臨床懇話会 

2015 年 11 月 25 日, 東京 

100) 薬物や食品の脳神経系機能に及ぼす細胞薬理学的作用を抽出、同定するための先端技術開

発とその応用 

成田 年 1,2
 

(1星薬大・薬理, 
2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 

AACR-JCA 10th Joint Conference 

2016 年 2 月 16 - 20 日, Hawaii 

101) *Molecular mechanisms of spontaneous resistance to 5-fluorouracil in breast cancer–derived brain 

metastasis. 

A. Sagara
1
, K. Igarashi

2
, M. Otsuka

2
, M. Narita

1
, N. Kuzumaki

1
, M. Narita

1,2
, Y. Kato

2
. 

(
1
Dept. Pharmacol., Hoshi Pharm. Univ., 

2
 Life Science Tokyo Advanced Research Center 

(L-StaR), Hoshi Univ.) 

 

第 89 回日本薬理学会年会 

2016 年 3 月 9 - 11 日, 横浜 

102) *光遺伝学や薬理遺伝学を用いた痛みの研究の最前線:慢性疼痛発現機序探索のための“痛

みネットワーク”や“痛みオンセル”解析 

成田 年 1,2 

(
1星薬大・薬理, 

2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 

103) *視床下部 POMC 神経の抗腫瘍免疫機構における役割 

濱田祐輔 1
, 田﨑慶彦 1

, 森田加奈 1
, 伊藤航 1

, 志保井美桜 1
, 藤森由梨 1

, 成田道子 1
, 田村英

紀 4
, 鈴木雅美 2

, 葛巻直子 1
, 青木一教 2

, 山中章弘 3
, 成田 年 1,4 

（1星薬大・薬理, 
2国がんセ, 

3名大医, 
4星薬大・先端生命科学研究セ(L-StaR)） 

 

104) *モルヒネの鎮痛効果を調節する腹側被蓋野内モルヒネ活性化細胞の探索 

渡邉 萌 1
, 成田道子 1

, 濱田祐輔 1
, 新里達人 1

, 山下 哲 2
, 田村英紀 4

, 葛巻直子 1
, 山中章弘

3
, 成田 年 1,4 

（1星薬大・薬理, 
2鹿児島大, 

3名大医, 
4星薬大・先端生命科学研究セ(L-StaR)） 
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105) *人為的な知覚神経の活性化による疼痛刺激は血管新生を伴って腫瘍を増殖させる 

近藤貴茂 1
, 濱田祐輔 1

, 須田雪明 1
, 森田加奈 1

, 小池友哉 1
, 成田浩気 1

, 成田道子 1
, 葛巻直

子 1
, 田村英紀 3

, 山中章弘 2
, 成田 年 1,3 

（1星薬大・薬理, 
2名大医, 

3星薬大・先端生命科学研究セ(L-StaR)） 

 

106) *数種 μ-オピオイド受容体作動薬の細胞内陥入を指標とした分子薬理学的プロファイリン

グ 

有馬崇充 1
, 高橋知之 1

, 桑田大嗣 1
, 関口美緒 1

, 水上想莉 1
, 濱田祐輔 1

, 宮野加奈子 1
, 成田

道子 1
, 葛巻直子 1

, 上園保仁 2
, 成田 年 1,3 

（1星薬大・薬理, 
2国がんセ, 

3星薬大・先端生命科学研究セ(L-StaR)） 

 

日本薬学会第 136 回年会 

2016 年 3 月 26 - 29 日, 横浜 

107) *除痛によるがん治療への影響を最先端科学により分析する： 

求められる包括的緩和医療の統合的分子理解 

成田 年 1,2
, 葛巻直子 1

, 成田道子 1
, 濱田祐輔 1

, 近藤貴茂 1 

（1星薬大・薬理, 
2星薬大・先端生命科学研究セ(L-StaR)） 

 

108) *中脳辺縁ドパミン神経の特定機能制御から導き出す疼痛制御機構の新たな理解 

葛巻直子 1
, 成田 年 1,2 

(
1星薬大・薬理, 

2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 

109) *新規薬物担体としての間葉系幹細胞の開発と評価： 抗腫瘍タンパク MDA-7 の分泌制御 

唐澤武司 1
, 相良篤信 1

, 児玉章弘 1
, 杉浦礼衣 1

, 山下睦 1
, 大塚まき 2

, 五十嵐勝秀 2
, 成田道

子 1
, 葛巻直子 1

, 成田 年 1,2
, 加藤良規 2 

(
1星薬大・薬理, 

2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 

110) *神経障害性疼痛時における microRNA のバイオマーカーとしての可能性の検討 

染谷一貴 1
, 成田道子 1

, 保利直助 1,2
, 濱田祐輔 1

, 渡邉 萌 1
, 近藤貴茂 1

, 相内俊樹 1
, 佐藤大

介 1
, 井関雅子 2

, 五十嵐勝秀 3
, 葛巻直子 1

, 成田 年 1,2,3 

（1星薬大・薬理, 
2順天堂大, 

3星薬大・先端生命科学研究セ(L-StaR)） 

 

111) *エピジェネティック毒性研究の現状と今後の展開 

五十嵐勝秀 2
, 大塚まき 2

, 成田 年 1,2 

（1星薬大・薬理, 
2星薬大・先端生命科学研究セ(L-StaR)） 

 

岩手・緩和医療と薬理学を考える会 

2016 年 4 月 28 日, 盛岡 

112) *次世代型緩和医療の提案の科学的根拠と疼痛研究領域の新潮流 

成田 年 1,2 

（1星薬大・薬理, 
2星薬大・先端生命科学研究セ(L-StaR)） 
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第 10 回 日本緩和医療薬学会年会 

2016 年 6 月 3 - 5 日, 浜松 

113) *医療用麻薬の薬理作用や耐性/依存性のメカニズムを理解するための μ オピオイド受容

体分解機構の解析 

西川 諒 1
, 鳥飼野々花 1

, 松田昌憲 1
, 本田彩佳 1

, 上園保仁 2
, 鈴木 勉 2

, 森 友久 1
, 成田 

年 1,4 

(
1星薬大・薬理, 

2星薬大・薬物依存, 
3国立がんセ, 

4星薬大・先端生命科学研究セ(L-StaR))  

 

114) *慢性痛に対する運動療法の臨床的意義を動物実験で再現する 

若泉謙太 1,2
, 近藤貴茂 2

, 濱田祐輔 2
, 渡邉 萌 2

, 川辺 塁 2
, 池上大悟 2

, 葛巻直子 2
, 成田

道子 2
, 五十嵐勝秀 3

, 成田 年 1,3 

(
1慶応大医, 

2星薬大・薬理, 
3星薬大・先端生命科学研究セ(L-StaR))  

 

115) *脳転移性乳がんにおける 5-FU 耐性自然獲得メカニズムの解析 

相良篤信 1
, 五十嵐勝秀 2

, 大塚まき 2
, 唐澤武司 1

, 児玉章弘 1
, 杉浦礼衣 1

, 山下 睦 1
, 成田

道子 1
, 葛巻直子 1

, 成田 年 1,2
, 加藤良規 2 

(
1星薬大・薬理, 

2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR))  

 

116) *痛みは知覚神経の軸索反射により血管新生を伴って腫瘍を増悪化させる 

小池友哉 1
, 近藤貴茂 1

, 濱田祐輔 1
, 須田雪明 1

, 森田加奈 1
, 成田浩気 1

, 成田道子 1
, 葛巻直

子 1
, 田村英紀 2

, Vivianne L. Tawfik
3
, 山水康平 4

, 山中章弘 5
, 成田 年 1,2 

(
1星薬大・薬理, 

2星薬大・先端生命科学研究セ(L-StaR), 
3 
Stanford Univ. Sch. Med.,

4京都大, 
5

名大)  

 

117) *中枢性 μ-オピオイド神経系の賦活化は抗腫瘍効果をもたらす 

伊藤 航 1
, 濱田祐輔 1

, 森田加奈 1
, 田﨑慶彦 1

, 志保井美桜 1
, 藤森由梨 1

, 成田道子 1
, 田村

英紀 2
, 鈴木雅美 3

, 青木一教 3
, 葛巻直子 1

, 成田 年 1,2 

(
1星薬大・薬理, 

2星薬大・先端生命科学研究セ（L-StaR）,
3国立がんセ) 

 

118) *脳内「快」情動ネットワークの人工的活性化によるがん性疼痛制御機構の解析 

須藤有紀 1
, 渡邉 萌 1

, 濱田祐輔 1
, 成田道子 1

, 田村英紀 2
, 葛巻直子 1

, 成田 年 1,2 

(
1星薬大・薬理, 

2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 

119) *ヒト非小細胞肺がんにおける gefitinib による miRNA の発現 ならびにエピジェネティク

ス変化を伴った上皮間葉転換機構の解析 

相内俊樹 1
, 成田道子 1

, 濱田祐輔 1
, 須田雪明 1

, 葛巻直子 1
, 成田 年 1,2 

(
1星薬大・薬理, 

2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 

120) *運動による神経障害性疼痛の除痛機序の解明: 脳内ドパミン神経と側坐核の関与  

成田浩気 1
, 若泉謙太 1,2

, 近藤貴茂 1
, 山下 晢 3

, 濱田祐輔 1
, 渡邉 萌 1

, 川辺 塁, 小池友

哉 1
, 池上大悟 1

, 葛巻直子 1
, 成田道子 1

, 森崎 浩 2
, 仙波恵美子 4

, 五十嵐勝秀 5
, 成田 年

1,5 
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(
1 星薬大・薬理, 

2 慶應大医, 
3 名大医, 

4 大阪行岡医療大,
5 星薬大・先端生命科学研究セ 

(L-StaR)) 

 

121) *疼痛学と腫瘍学のクロストーク： 

科学的根拠に基づいたがんサバイバーの疼痛コントロールの意義 (正義) 

成田 年 1,2 

(
1星薬大・薬理, 

2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 

122) *オピオイドによる疼痛治療ががん治療にもたらす影響 

葛巻直子 1
, 成田道子 1

, 成田 年 1,2 

(
1星薬大・薬理, 

2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 

123) *心理的ストレス負荷ならびに脳内ストレス応答性神経系の活性化による腫瘍増殖への影

響 

藤森由梨 1
, 濱田祐輔 1

, 森田加奈 1
, 志保井美桜 1

, 伊藤 航 1
, 成田道子 1

, 河田美穂 1
, 田村

英紀 2
, 鈴木雅美 3

, 青木一教 3
, 葛巻直子 1

, 成田 年 1,2 

(
1星薬大・薬理, 

2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR), 
3国立がんセ) 

 

第 21 回日本緩和医療学会学術大会 

2016 年 6 月 17 - 18 日, 京都 

124) *緩和医療学、腫瘍学、精神神経学の接点を科学する 

成田 年 1,2
 

(
1星薬大・薬理, 

2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 

第 38 回日本疼痛学会 

2016 年 6 月 24 - 25 日, 札幌 

125) *抗腫瘍免疫における視床下部 POMC 神経の機能解析 

濱田祐輔 1， 田崎慶彦 1， 森田加奈 1， 伊藤 航 1， 藤森由梨 1， 成田道子 1， 田村英紀
2， 鈴木雅美 3， 葛巻直子 1， 青木一教 3， 山中章弘 4， 成田 年 1,2

 

(
1星薬大・薬理, 

2星薬大・先端生命科学研究セ(L-StaR), 
3国立がんセ, 

4名古屋大) 

 

第 46 回日本神経精神薬理学会年会  

2016 年 7 月 2 - 3 日,ソウル 

126) *Neuropathic pain negatively modulates mesolimbic dopaminergic transmission related to 

suppression of the analgesic potency and abuse potential of morphine 

成田 年 1,2 

(
1星薬大・薬理, 

2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

  

127) *μ オピオイド受容体の多機能性と各種オピオイドの差別化 

葛巻直子 1
, 成田 年 1,2 

(
1星薬大・薬理, 

2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 



（様式１） 

 

法人番号 131086 

プロジェクト番号 S1411019 

 

128) *血管新生と炎症物質の増加を伴った腫瘍の増悪化は疼痛刺激により誘発される 

近藤貴茂 1
, 濱田祐輔 1

, 須田雪明 1
, 森田加奈 1

, 小池友哉 1
, 成田浩気 1

, 成田道子 1
, 葛巻直

子 1
, 田村英紀 2

, Vivianne L. Tawfik
3
, 山水康平 4

, 山中章弘 5
, 成田 年 1,2 

(
1星薬大・薬理, 

2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR), 
3
 Stanford Univ. Sch. Med., 

4京都大, 
5名大医)  

 

30
th

 CINP WORLD CONGRESS OF NEUROPSYCHOPHARMACOLOGY 

2016 年 7 月 3 - 5 日,ソウル 

129) *Role of the hypothalamic µ-opioidergic systems in the anti-tumor immune response through the 

suppression of stress response 

Y. Hamada
1
, Y. Tasaki

1
, K. Morita

1
, W. Ito

1
, Y. Fujimori

1
, M. Narita

1
, H. Tamura

2
, M. Suzuki

3
, N. 

Kuzumaki
1
, K. Aoki

4
, A. Yamanaka

5
, M. Narita

1,2 

(
1
Dept. Pharmacol., Hoshi Pharm. Univ., 

2
 Life Science Tokyo Advanced Research Center 

(L-StaR), Hoshi Univ., 
3
 National Cancer Center Res. Institute, 

4
Nagoya Univ. Sch. Med.,) 

 

第 41 回日本睡眠学会 

2016 年 7 月 7 - 8 日, 東京 

130) 痛みの統合的理解：疼痛と睡眠の脳科学的基盤 

濱田祐輔 1
, 山下 哲 1,2

, 成田道子 1
, 葛巻直子 1

, 成田 年 1,3
 

(
1星薬大・薬理, 

2鹿児島大, 
3星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 

第 50 回日本ペインクリニック学会 

2016 年 7 月 7 - 9 日, 横浜 

131) *疼痛応答ネットワークの活性化による免疫細胞や腫瘍細胞への影響：除痛の正義を科学

する 

成田 年 1,2 

(
1星薬大・薬理, 

2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 

132) *革新的再生医療研究のベクトルを疼痛学領域に応用する：痛みによる細胞のエピゲノム

修飾の理解 

葛巻直子 1
, 成田 年 1,2 

(
1星薬大・薬理, 

2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 

133) *慢性疼痛のバイオマーカーとしての後性的遺伝子修飾因子の探索：痛みによ 

る細胞内 microRNA ならびに分泌型 microRNA の発現変動解析 

葛巻直子 1
, 成田 年 1,2

 

(
1星薬大・薬理, 

2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 

134) *"Epigenetic modification" という治療戦略〜疼痛治療における新たなゴール〜 

若泉謙太 1,2
 

(
1慶應大医, 

2星薬大・薬理) 
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第 134 回薬理学会関東部会 

2016 年 7 月 9 日, 栃木 

135) *腹側被蓋野内モルヒネ活性化細胞の活動制御による疼痛閾値の変化 

岡野秀嗣 1
, 渡邉 萌 1

, 成田道子 1
, 濱田祐輔 1

, 新里達人 1
, 岩山嘉孝 1

, 内山直彦 1
, 山下 哲

3
, 葛巻直子 1

, 山中章弘 3
, 成田 年 1,2

 

(
1星薬大・薬理, 

2星薬大・先端生命科学研究セ(L-StaR)), 
3名大医) 

 

136) Methamphetamine による摂取感覚効果発現機序解明のためのニューラルサーキットジェ

ネティクス法および ON cell 解析法の応用 

菅 綾香 1
, 林 明音 1

, 長井雅子 1
, 佐々木雅大 1

, 岩澤千鶴 1
, 渡邉 萌 1

, 濱田祐輔 1
, 成田

道子 1
, 田村英紀 2

, 葛巻直子 1
, 森 友久 1

, 成田 年 1,2
 

(
1星薬大・薬理, 

2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 

137) *がん悪液質における代謝異常ならびに視床下部を介した脳-末梢連関の機能変化の解析 

小嶋千潤 1
, 濱田祐輔 1

, 森 美貴子 1
, 相内俊樹 1

, 須田雪明 1
, 成田道子 1

, 葛巻直子 1
, 成田 

年 1,2
 

(
1星薬大・薬理, 

2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 

The International Narcotics Research Conference 2016 

2016 年 7 月 10 - 14 日, Bath, England 

138) Role of Peripheral Opioid Receptors In Tumor Angiogenesis And Metastasis 

Y. Kato
1
, M. Narita

1,2
 

(
1
Life Science Tokyo Advanced Research Center (L-StaR), Hoshi Univ, 

2
 Dept. Pharmacol., Hoshi 

Pharm. Univ.) 

 

139) Effect of κ-opioid Agonists On Angiogenesis And Cancer Metastasis 

Y. Kato
1
, Y. Hamada

2
, K. Yamamizu

3
, A. Sagara

2
, M. Kawata

2
, N. Kuzumaki

2
, M. Narita

2
, M. 

Narita
1,2

 

(
1
Life Science Tokyo Advanced Research Center (L-StaR), Hoshi Univ, 

2
 Dept. Pharmacol., Hoshi 

Pharm. Univ, 
3
Kyoto Univ. Sch. Med.) 

 

第 39 回日本神経科学大会 

2016 年 7 月 20 - 22 日, 横浜 

140) *Role of β-endorphin released by the hypothalamic POMC neurons in the anti-tumor immune 

response 

Y. Hamada
1，Y. Tasaki

1，K. Morita
1，W. Ito

1，Y. Fujimori
1，M. Narita

1， H. Tamura
2，M. Suzuki

3，

N. Kuzumaki
1，K. Aoki

3，A. Yamanaka
4，M. Narita

1,2 

(
1
Dept. Pharmacol., Hoshi Pharm. Univ., 

2
 Life Science Tokyo Advanced Research Center 

(L-StaR), Hoshi Univ., 
3
 National Cancer Center Res. Institute, 

4
Nagoya Univ. Sch. Med.)

 

 

141) *Identification of morphine-activated VTA neurons and their involvement in morphine-induced 

analgesia 
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M. Watanabe
1，M. Narita

1，Y. Hamada
1，T. Shinzato

1，A. Yamashita
2， Viviane L Taw k

3，H. 

Tamura
4，N. Kuzumaki

1，A. Yamanaka
2，M. Narita

1,4 

(
1
Dept. Pharmacol., Hoshi Pharm. Univ., 

2
Nagoya Univ. Sch. Med., 

3
Stanford Univ. Sch. Med., 

4
 

Life Science Tokyo Advanced Research Center (L-StaR), Hoshi Univ.) 

 

142) *Artificial nociceptive neuron activation aggravates tumor growth associated with angiogenesis 

and increased proinflammatory cytokines 

T. Kondo
1，Y. Hamada

1，Y. Suda1，K. Morita
1，T. Koike

1，H. Narita
1， M. Narita

1，N. Kuzumaki
1，

H. Tamura
2，Vivianne L Taw k

3，K. Yamamizu
4，A. Yamanaka

5，M. Narita
1,2

 

(
1
Dept. Pharmacol., Hoshi Pharm. Univ., 

2
Life Science Tokyo Advanced Research Center (L-StaR), 

Hoshi Univ., 
3
 Stanford Univ. Sch. Med., 

4
 Kyoto Univ. Sch. Med., 

5
 Nagoya Univ. Sch. Med.) 

 

第 36 回鎮痛薬・オピオイドペプチドシンポジウム 

2016 年 8 月 19 日 - 20 日, 札幌 

143) *メサドンの薬理作用発現機序の解析: NMDA 受容体非依存的 μ-オピオイド受容体下流シ

グナル応答 

森 友久 1
, 土井星来 1

, 成田道子 1
, 葛巻直子 1

, 上園保仁 2
, 成田 年 1,3

, 

(
1星薬大・薬理,

 2国立がんセ,
 3星薬大・先端生命科学研究セ(L-StaR) ) 

 

144) *G タンパク質依存的あるいは非依存的分類に基づいた数種 μ-オピオイド受容体作動薬

の分子薬理学的プロファイリング 

河田美穂 1
, 有馬崇充 1

, 成田道子 1
, 葛巻直子 1

, 上園保仁 2
, 成田 年 1,3

 

(
1星薬大・薬理,

 2国立がんセ,
 3星薬大・先端生命科学研究セ(L-StaR) ) 

 

IASP 2016 

2016 年 9 月 26 - 30 日, 横浜 

145) *Epigenetic modifications in chronic pain syndromes  

M. Narita
1,2

 

(
1
Dept. Pharmacol., Hoshi Pharm. Univ., 

2
 Life Science Tokyo Advanced Research Center 

(L-StaR), Hoshi Univ.) 

 

146) *Anti-tumor immune responses are enhanced by the endogenous hypothalamic opioid system and 

suppressed by chronic nociceptive stimuli 

M. Narita
1,2

 

(
1
Dept. Pharmacol., Hoshi Pharm. Univ., 

2
 Life Science Tokyo Advanced Research Center 

(L-StaR), Hoshi Univ.) 

 

147) *Tissue injury- and inflammation-induced post-translation modifications in histones in  

primary sensory and spinal dorsal horn neurons 

N. Kuzumaki
1
 

(
1
Dept. Pharmacol., Hoshi Pharm. Univ.) 
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線維筋痛症研究国際シンポジウム 

2016 年 10 月 1 - 2 日, 長崎 

148) *Role of the hypothalamic μ-opioidergic systems in the anti-tumor immune response 

Y. Hamada
1
, Y. Tasaki

1
, K. Morita

1
, W. Ito

1
, Y. Fujimori

1
, M. Narita

1
, H. Tamura

2
, H. Tezuka

2
, M. 

Suzuki
3
, K. Aoki

3
, A. Yamanak

4
, N. Kuzumaki

1
, M. Narita

1, 2 

(
1
Dept. Pharmacol., Hoshi Pharm. Univ., 

2
Life Science Tokyo Advanced Research Center (L-StaR), 

Hoshi Univ., 
3
 National Cancer Center Res. Institute, 

4
 Nagoya Univ. Sch. Med.) 

 

第 75 回日本癌学会学術総会 

2016 年 10 月 6 - 8 日, 横浜 

149) *トリプルネガティブ乳がんの予後が予測可能な血中マーカーの探索 

相良篤信 1
, 五十嵐勝秀 2

, 大塚まき 2
, 成田 年 1,2

, 加藤良規 2
  

(
1
 星薬大・薬理, 

2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 

第 51 回日本アルコール・アディクション医学会学術総会 

2016 年 10 月 7 - 8 日, 東京 

150) *オピオイド除痛による抗腫瘍効果を科学する 

成田 年 1,2 

(
1星薬大・薬理, 

2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 

第 135 回日本薬理学会関東部会 

2016 年 10 月 8 日, 浜松 

151) *運動による除痛効果における脳内報酬ドパミン系ネットワークの役割〜Gi-DREADD に

よる特異的神経活動抑制を利用した研究〜 

若泉謙太 1,2
, 近藤貴茂 1

, 成田道子 1
, 濱田祐輔 1

, 成田浩気 1
, 渡邉 萌 1

, 葛巻直子 1
, 森崎 

浩 2
, 成田 年 1,2,3

 

(
1星薬大・薬理, 

2慶應大医, 
3星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 

生理学研究所 研究会（痛み研究会 2016） 

2017 年 1 月 30 - 31 日, 愛知 

152) *腹側被蓋野内モルヒネ活性化細胞の活動制御による神経障害性疼痛への影響 

渡邉 萌 1
, 成田 年 1,2

 

(
1星薬大・薬理, 

2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 

第 90 回 日本薬理学会年会 

2017 年 3 月 15 - 17 日, 長崎 

153) *脳内痛み感受性細胞の同定と人工的制御の試み 

成田 年 1,2
 , 渡邉 萌 1

, 成田道子 1
, 葛巻直子 1

 

(
1星薬大・薬理, 

2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 

154) *Ligand-biased efficacy 説に呼応した細胞内シグナルに基づく μ-オピオイド受容体作動薬
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の分子薬理学的プロファイリング 

河田美穂 1
, 有馬崇充 1

, 成田道子 1
, 上園保仁 2

, 葛巻直子 1
, 成田 年 1,3

 

(
1星薬大・薬理, 

2国立がんセ, 
3星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 

155) *視床下部室傍核 μ オピオイド受容体の活性化は抗腫瘍免疫を増強する 

濱田祐輔 1
, 森田加奈 1

, 伊藤 航 1
, 藤森由梨 1

, 金尾奈穂美 1
, 吉田小莉 1

, 成田 道子 1
, 田村

英紀 2
, 鈴木雅美 3

, 青木一教 4
, 山中章弘 5

, 葛巻直子 1
, 成田 年 1,2

 

(
1星薬大・薬理, 

2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR), 
3国立がん研セ・がんゲノミクス, 

4国立がん研セ・分子細胞治療, 
5名大医) 

 

156) *視床下部室傍核 CRH 神経を介したストレス応答は腫瘍増殖を促進する 

吉田小莉 1
, 濱田祐輔 1

, 志保井美桜 1
, 伊藤 航 1

, 藤森由梨 1
, 金尾奈穂美 1

,  伊東俊雅 1,2
, 

成田道子 1
, 田村英紀 3

, 手塚裕之 3
, 山中章弘 4

, 葛巻直子 1
, 成田  年 1,3

 

(
1星薬大・薬理, 

2東京女医大, 
3星薬大・先端生命科学研究セ(L-StaR), 

4名大医) 

 

157) *人為的な知覚神経の活性化により引き起こされる疼痛刺激は VEGF の増加を伴って腫瘍

を増殖させる 

米山優希 1
, 近藤貴茂 1

, 濱田祐輔 1
, 須田雪明 1

, 小池友哉 1
, 成田浩気 1

, 贄田彩菜 1
, 成田道

子 1
, 葛巻直子 1

, 田村英紀 2
, 山水康平 3

, 山中章弘 4
, 成田 年 1,2

 

(
1星薬大・薬理, 

2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR), 
3京都大, 

4名大医) 

 

日本薬学会第 137 年会 

2017 年 3 月 24 - 27 日, 仙台 

158) *ストレス応答に関与する視床下部室傍核神経活性化 による腫瘍増殖への影響 

伊藤 航 1
, 濱田祐輔 1

, 志保井美桜 1
, 藤森由梨 1

, 金尾奈穂美 1
, 吉田小莉 1

, 浅野克倫 1
, 成

田道子 1
, 田村英紀 2

, 手塚裕之 2
, 伊東俊雅 1,3

, 河田美穂 1
, 山中章弘 

4
, 葛巻直子 

1
, 成田 

年 
1,2 

(
1星薬大・薬理, 

2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR), 
3東京女子医大, 

4名大医) 

 

159) *トリプルネガティブ型乳がんの予後が予測可能な血中マーカーの探索 

児玉章弘 1
, 相良篤信 1

, 五十嵐勝秀 2
, 大塚まき 2

, 山下 睦 1
, 杉浦礼衣 1

, 南部美歩 1
, 唐澤

武司 1
, 成田道子 1

, 葛巻直子 1
, 成田 年 1,2

, 加藤良規 2 

(
1星薬大・薬理, 

2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 

160) *がん悪液質の全身性代謝障害における脳内グリア細胞の役割 

森 美貴子 1
, 濱田祐輔 1

, 小嶋千潤 1
, 相内俊樹 1

, 金尾奈穂美 1
, 吉田小莉 1

, 浅野克倫 1
, 成

田道子 1
, 田村英紀 2

, 手塚裕之 2
, 鈴木雅美 3

, 葛巻直子 1
, 成田 年 1,2

 

(
1星薬大・薬理, 

2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR), 
3 国立がんセ) 

 

AsCNP 2017 

2017 年 4 月 27 - 29 日, Nusa Dua bali, Indonesia 

161) *Complex interplay between pain relief and opioid addiction: chronic pain diminishes the 
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mesolimbic dopaminergic network 

M. Narita
1,2

 

(
1
Dept. Pharmacol., Hoshi Pharm. Univ., 

2
 Life Science Tokyo Advanced Research Center 

(L-StaR), Hoshi Univ.) 

 

162) Activation of astrocytes in the anterior cingulate cortex corresponds to sleep disorder under 

neuropathic pain 

N. Kuzumaki
1
, A. Yamashita

1,2
, Y. Hamada

1
, M. Narita

1
, H. Tamura

3
, A. Yamanaka

2
, M. Narita

1,3
 

(
1
Dept. Pharmacol., Hoshi Pharm. Univ., 

2
Nagoya Univ. Sch. Med., 

3
 Life Science Tokyo Advanced 

Research Center (L-StaR), Hoshi Univ.) 

 

163) *Pharmacological profiling of several μ-opioid receptor agonists based on the changes in the 

ligand-biased intracellular signaling 

M. Kawata
1
, T. Arima

1
, M. Narita

1
, Y. Uezono

2
, N. Kuzumaki

1
, M. Narita

1,3
 

(
1
Dept. Pharmacol., Hoshi Pharm. Univ., 

2
National Cancer Center Res. Institute, 

3
 Life Science 

Tokyo Advanced Research Center (L-StaR), Hoshi Univ.) 

 

山内・杉田 

第 32 回メディシナルケミストリーシンポジウム 

2014 年 11 月 26 - 28 日, 神戸 

164) *マトリン型アルカロイドの構造活性相関 Part 22; 4-Dimethylaminopiperidine 誘導体におけ

る官能基の位置変換によるオピオイド κ 受容体作動薬の開発 

寺本寛明 1
, 寺戸靖 1

, 小田桐早苗 1
, 三原千佳 1

, 直井晧平 1
, 佐々木秀 1

, 山内貴靖 1
, 東山公

男 1
 

(
1星薬大・有機合成) 

 

日本薬学会第 135 回年会 

165) *マトリン型アルカロイドの構造活性相関 Part 23; 3-Phenylpiperidine 誘導体に着目した κ 

オピオイド受容体作動薬の開発 

寺本寛明 1
, 小泉潤一 1

, 七五三掛聡之 1
, 佐々木秀 1

, 山内貴靖 1
, 東山公男 1

 

(
1星薬大・有機合成) 

 

25th International Society of Heterocyclic Chemistry Congress 

2015 年 8 月 23 - 28 日, California 

166) *Structure-Activity Relationship of Matrine Type Alkaloids Part 24; Synthesis and Antinociception 

of 3-Arylpiperidine Derivatives 

H. Teramoto
1
, J. Koizumi

1
, T. Shimekake

1
, H. Minomata

1
, S. Sasaki

1
, T. Yamauchi

1
, K. 

Higashiyama
1
 

(
1
Inst. Med. Chem., Hoshi Pharm. Univ.) 
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日本薬学会第 136 回年会 

2016 年 3 月 26 - 29 日, 横浜 

167) *マトリン型アルカロイドの構造活性相関 Part 25; Benzene 環を有する Piperidine 誘導体の

合成と抗侵害作用 

安斉柚衣 1
, 寺本寛明 1

, 中村美穂 1
, 佐々木 秀, 山内貴靖, 東山公男 

(
1星薬大・有機合成) 

 

168) *マトリン型アルカロイドの構造活性相関 Part 26; 光学活性な 3-Phenylpiperidine 誘導体の

合成と抗侵害作用 

美濃又大空 1
, 寺本寛明 1

, 富田祐馬 1
, 佐々木 秀 1

, 山内貴靖 1
, 東山公男 1

 

(
1星薬大・有機合成) 

 

第 34 回メディシナルケミストリーシンポジウム 

2016 年 11 月 30 - 12 月 2 日, 筑波 

169) *マトリン型アルカロイドの構造活性相関 Part 27; 芳香環を有する piperidine 誘導体に着

目した κ オピオイド受容体作動薬の開発 

寺本寛明 1，佐々木 秀 1，山内貴靖 1，東山公男 1
 

(
1星薬大・有機合成) 

 

日本薬学会第 137 年会 

2017 年 3 月 24 - 27 日, 仙台 

170) *マトリン型アルカロイドの構造活性相関 Part 28; ジアステレオマー法による 

3-(p-fluorophenyl)piperidine 誘導体の光学分割及び抗侵害作用と受容体選択性 

富田祐馬 1
, 寺本寛明 1

, 美濃又大空 1
, 佐々木 秀 1

, 山内貴靖 1
, 東山公男 1

 

(
1星薬大・有機合成) 

 

171) *マトリン型アルカロイドの構造活性相関 Part 29; 芳香環を有する piperidine 誘導体の合成

と抗侵害作用 

寺本寛明 1
, 中村美穂 1

, 佐々木 秀 1
, 山内貴靖 1

, 東山公男 1
 

(
1星薬大・有機合成) 

 

小幡 

Synchrotron Radiation in Nano-medicine and Advanced Health Care 

2014 年 1 月 9 - 10 日，神戸 

172) *Application of Synchrotron X-ray Diffraction for Development of Transdermal/Topical 

Formulation 

小幡誉子 1
 

(
1星薬大・薬剤) 

 

第 4 回メディショナルナノテク研究会 
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2014 年 1 月 16 日，東京 

173) *皮膚角層細胞間脂質の構造解析と経皮吸収型製剤・化粧料開発への応用 

小幡誉子 1 

(
1星薬大・薬剤) 

 

物構研サイエンスフェスタ 2014 

2014 年 3 月 18 - 19 日，筑波 

174) *皮膚バリア機能改善を目指したセラミド配合マイクロカプセルの調製と評価 

小幡誉子1，清水哲平1，赤木千夏1，吉田真也1，佐野 啓1，梁 天賜2，本田秀夫2，高橋 浩
3，清水伸隆4，五十嵐教之4，大貫義則1，髙山幸三1 

（1星薬大・薬剤，2横浜油脂工業㈱，3群馬大学，4
KEK-PF） 

 

第 134 回 日本薬学会年会 

2014 年 3 月 27 - 30 日，熊本 

175) *放射光 X 線回析による皮膚角層細胞間脂質と l-メントールの相互作用解析 

吉田真也 1，小幡誉子 1，佐野 啓 1，大貫義則 1，太田 昇 2，八木直人 2，髙山幸三 1 

（1星薬大・薬剤，2
SPring-8/JASRI） 

 

176) *設計変数-残留応力分布-製剤特性間の相関モデルの同定 

林 祥弘 1，三浦孝広 2，乙黒沙織 1，大貫義則 1，小幡誉子 1，髙山幸三 1 

（1星薬大・薬剤，2サイバネット） 

 

177) *角層細胞間脂質の分子動力学シミュレーション 

大羽達也 1，小幡誉子 1，大貫義則 1，髙山幸三 1
 

（1星薬大・薬剤） 

 

日本薬剤学会第 29 年会 

2014 年 5 月 20 - 22 日，埼玉 

178) *アセトアミノフェンのゼリー製剤におけるゲル化製剤の特性 

岩崎友香 1，村田 勇 1，大貫義則 2，井上 裕 1，金本郁男 1 

（1城西大薬，2星薬大・薬剤） 

 

179) *皮膚角層細胞間脂質と l-メントールの相互作用解析 

小幡誉子1，吉田真也1，太田 昇2，大貫義則1，髙山幸三1 

（1星薬大・薬剤，2
SPring-8/JASRI） 

 

第 30 回日本 DDS 学会 

2014 年 7 月 30 - 31 日，東京 

180) *向精神薬の経皮吸収型製剤の開発における処方最適化と脳内活性物質測定 

赤木千夏 1，小幡誉子 1，大貫義則 1，山本章午 2，池上めぐみ 2，池田弘子 2，亀井淳三 2，

髙山幸三 1
 

（1星薬大・薬剤, 
2星薬大・薬物治療） 
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第 24 回日本医療薬学会 

2014 年 9 月 27 - 28 日，名古屋 

181) *向精神薬含有経皮吸収型製剤開発における最適処方の探索と薬理評価 

赤木千夏 1，小幡誉子 1，大貫義則 1，山本章午 2，池上めぐみ 2，池田弘子 2，亀井淳三 2，

高山幸三 1
 

（1星薬大・薬剤, 
2星薬大・薬物治療） 

 

3rd Internatonal Conference on Nutraceutical and Cosmetic Sciencies (3ICNaCS) 

2014 年 11 月 11 - 12 日, 新宿 

182) *Development of transdermal delivery system of antidepressants 

Y. Obata
1
, C. Akagi

1
, Y. Onuki

1
, K. Takayama

1
 

  (
1
Dept. Pharm., Hoshi Pharm. Univ.) 

 

 

The 1st International Conference on Pharmaceutics and Pharmaceutical Sciences (ICPPS) 

2014 年 11 月 14 - 15 日, Surabaya, Indonesia 

183) *Computer-aided design and optimization for pharmaceutical products 

K. Takayama
1
 

(
1
Dept. Pharm., Hoshi Pharm. Univ.) 

 

第 32 回 PF シンポジウム 

2015 年 3 月 17 - 18 日，筑波 

184) *抗うつ薬含有経皮吸収型製剤開発および製剤成分による吸収促進機構解明 

小幡誉子 1，赤木千夏 1，大貫義則 1，清水伸隆 2，高橋 浩 3，髙山幸三 1 

（1星薬大・薬剤，2
KEK，3群馬大） 

 

日本薬学会第 135 年会 

2015 年 3 月 26 - 28 日，神戸 

185) *角層の微細構造解析と製剤成分適用による変化 

小幡誉子 1
 

（1星薬大・薬剤） 

 

186) *角層細胞間脂質の構造変化を利用した製剤成分の吸収促進機構の解明 

赤木千夏 1，小幡誉子 1，大貫義則 1，髙山幸三 1
 

（1星薬大・薬剤） 

 

187) *EGO 技術を用いた追加実験点の効率的探索：アセトアミノフェン錠での検討 

清水哲平 1，今西 祐 2，西口純也 2，綛田長生 2，西村順二 2，大貫義則 1，小幡誉子 1，髙

山幸三 1 

（1星薬大・薬剤，2アズビル） 
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日本薬剤学会第 30 年会 

2015 年 5 月 21 - 23 日，長崎 

188) *薬物の皮膚透過性と処方成分配合量および皮膚表面構造変化の関連 

小幡誉子 1，赤木千夏 1，太田 昇 2，大貫義則 1，髙山幸三 1 

（1星薬大・薬剤，2
 SPring-8/JASRI） 

 

第 40 回日本香粧品学会 

2015 年 6 月 18 - 19 日，東京 

189) *示差走査熱量測定による角層細胞間脂質モデルの微細構造変化評価系の開発 

大成宏樹 1，五十嵐啓二 1，奥山雅樹 1，赤木千夏 2，小幡誉子 2，髙山幸三 2
 

(
1コーセー研，2星薬大・薬剤) 

 

190) *製剤成分の皮膚刺激性と細胞間脂質の構造変化の関連 

小幡誉子 1，赤木千夏 1，太田 昇 2，大貫義則 1，髙山幸三 1
 

(
1星薬大・薬剤，2

SPring-8/JASRI） 

 

第 31 回日本 DDS 学会 

2015 年 7 月 2 - 3 日，東京 

191) *向精神薬の経皮吸収型製剤の開発における処方最適化と脳内活性物質測定 

赤木千夏 1，小幡誉子 1，大貫義則 1，山本章午 2，池上めぐみ 2，池田弘子 2，亀井淳三 2，

髙山幸三 1
 

(
1星薬大・薬剤，2星薬大・薬物治療) 

 

Joint symposium and Summer school for Julius-Maximilians-Universität Würzburg and Hoshi 

University 

2015 年 7 月 29 日，東京 

192) *Evaluation of emulsified state of emulsion-based pharmaceuticals using MRI 

C. Kida, Y. Onuki, Y. Obata, K. Takayama 

 

Gordon Research Conference -Barrier function of mammalian skin- 

2015 年 8 月 16 - 21 日, USA 

193) *Elucidation of skin permeation of duloxetine transdermal formulation and promoting mechanism 

of formulation components 

Y. Obata
1
, C. Akagi

1
, Y. Onuki

1
, K. Takayama

1
 

(
1
Dept. Pharm., Hoshi Pharm. Univ.) 

 

第 12 回 SPring-8 産業利用報告会 

2015 年 9 月 3 - 4 日，川崎 

194) *抗うつ薬の経皮吸収型製剤開発と製剤成分の作用機構解明 

小幡誉子 1，赤木千夏 1，髙山幸三 1
 

(
1星薬大・薬剤) 
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日本油化学会第 54 年会 

2015 年 9 月 8 - 10 日，名古屋 

195) *皮膚角層細胞間脂質の構造解析と製剤開発への応用 

小幡誉子 1
 

(
1星薬大・薬剤) 

 

ISCA-Japan Hoshi University-RCSI Workshop 

2015 年 10 月 30 - 31 日，Tokyo 

196) *Evaluation of skin permeation of antidepressants and promoting mechanism of formulation 

Yasuko Obata
1
, Chika Akagi

1
, Kozo Takayama

1
 

(
1
Dept. Pharm., Hoshi Pharm. Univ.)  

 

日本薬学会第 136 年会 

2016 年 3 月 26 - 29 日, 横浜 

197) *角層細胞間脂質ラメラ構造の熱特性に及ぼすネロリドールおよびレブリン酸の影響 

内海俊一 1
, 小幡誉子 1

, 太田 昇 2
, 髙山幸三 1 

（1星薬大・薬剤, 
2高輝度光科学研セ） 

 

第 41 回日本香粧品学会 

2016 年 6 月 9 - 10 日, 東京 

198) *示差走査熱量測定による角層細胞間脂質モデルの微細構造変化評価系の開発 

大成宏樹 1
, 関谷匡俊 1

, 奥山雅樹 1
, 内海俊一 2

, 小幡誉子 2
, 髙山幸三 

2
  

(
1コーセー研,

2
 星薬大・薬剤) 

 

199) *皮膚角層細胞間脂質のラメラ構造に及ぼすネロリドールとレブリン酸の影響  

小幡誉子 1
, 内海俊一 1

, 太田 昇 2
, 髙山幸三 1 

 (
1星薬大・薬剤, 

2
JASRI/SPring-8) 

 

第 32 回日本 DDS 学会学術集会 

2016 年 6 月 30 日 - 7 月 1 日, 静岡 

200) *リュープロレリン皮膚透過に及ぼす吸収促進剤の効果 

新井裕子 1
, 小幡誉子 1

, 内海俊一 1
, 高山幸三 1

 

(
1星薬大・薬剤) 

 

日本油化学会第 55 回年会 

2016 年 9 月 7 - 9 日, 奈良 

201) *経皮吸収促進効果を持つテルペン類と皮膚細胞間脂質の作用機構の検討 

太田 昇 1・小幡誉子 2 

（1高輝度光科学研セ, 
2 星薬大・薬剤） 

 

日本薬学会第 137 年会 

2017 年 3 月 24 - 27 日, 仙台 
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202) *天然型セラミドの組み合わせによる皮膚角層細胞間脂質モデルの調製と評価 

表 萌々1
, 小幡誉子 1

, 太田 昇 2
, 石田賢哉 3

, 髙山幸三 1 

（1星薬大・薬剤, 
2
SPring-8/JASRI, 

3高砂香料㈱） 

 

落合 

日本薬学会第 137 年会 

2017 年 3 月 24 - 27 日, 仙台 

203) 妊娠中の cannabidiol 接種による胎児への薬物移行性とその動態学的解析 

北岡 諭 1
, 鳩貝 壌 1

, 安川 知花 1
, 吉田 浩之 1

, 山口 直人 1
, 五十嵐信智 1

, 杉山 清
1
, 落合 和 1

 

(
1星薬大・薬動) 

 

204) 薬物代謝酵素 cytochrome P 450（CYP）3A 分子種のミダゾラムに対する代謝活性の解析 

落合 和 1
, 北岡 諭 1

, 鳩貝 壌 1
, 飯塚美沙 1

, 大庭このみ 1
, 新倉七菜子 1

, 平田美帆 1
, 五

十嵐信智 1
, 杉山 清 

(
1星薬大・薬動) 

 

日本薬剤学会第 32 年会 

2017 年 5 月 11 − 13 日, 大宮 

205) 妊娠中のドキソルビシン投与に対する胎仔の薬物動態学的解析 

北岡 諭 1
, 鳩貝 壌 1

, 杉山 清 1
, 落合 和 1

 

(
1星薬大・薬動) 

 

日本臨床カンナビノイド学会 

2017 年 5 月 27 日,東京 

206) Cannabidiol の母体から胎児への移行性および蓄積性に関する研究 

北岡 諭 1
, 鳩貝 壌 1

, 杉山 清 1
, 落合 和 1

 

(
1星薬大・薬動) 

 

② がんによる免疫低下/悪液質発現の機序解析と症状緩和の探索 

 

築地 

 

第 15 回 Pharmaco-Hematology シンポジウム 

2014 年 5 月 23 - 24 日, 名古屋 

207) 黒穂菌菌糸体の免疫応答調節作用の解析 

築地 信 1
, 雨宮美穂 1

, 小倉若菜 1
, 矢島義正 1

, 河合琴美 1
, 安藤祐介 1

, 奥 輝明 1
, 長坂淳

子 1
, 辻 勉 1 

(
1星薬大・微生物) 
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日本薬学会第 135 回年会 

2015 年 3 月 25 - 28 日, 神戸 

208) 黒穂菌菌糸体の免疫応答調節作用の解析 

矢島義正 1
, 築地信 1

, 雨宮美穂 1
, 小倉若菜 1

, 河合琴美 1
, 安藤祐介 1

, 奥 輝明 1
, 長坂淳子

1
, 辻 勉 1

 

(
1星薬大・微生物) 

 

第 34 回日本糖質学会年会    

2015 年 7 月 31 日, 東京 

209) *肺炎球菌莢膜糖鎖により誘導される抗体の解析と抗体遺伝子レパトローム解析の可能性  

築地 信 1
 

(
1星薬大・微生物) 

 

糖鎖免疫研究会 Glyco-Immunology 2015 

2015 年 8 月 19 - 20 日, 東京 

210) *肺炎球菌莢膜糖鎖により誘導される抗体の解析と抗体遺伝子レパトローム解析の可能性  

築地 信 1
 

(
1星薬大・微生物) 

 

第 58 回 米国血液学会 

2016 年 12 月 3 日 - 6 日, San Diego 

211)  Clonal Immunoglobulin lambda light chain gene rearrangements detected by next generation 

sequencing in POEMS syndrome  

C. Kawajiri-Manako
1
, N. Mimura

1
, M. Fukuyo

1
, H. Namba-Fukuyo

1
, B. Rahmutulla

1
, Y. Nagao

1
, E. 

Togasaki
1
, R. Shimizu

1
, N. Hasegawa

1
, S. Sakai

1
, Y. Takeda

1
, C. Ohwada

1
, M. Takeuchi

1
, E. 

Sakaida
1
, T. Iseki

1
, S. Misawa

1
, T. Iseki

1
, S. Misawa

1
, K. Yokote

1
, M. Tsuiji

1
, S. Kuwabara

1
, A. 

Kaneda
1
, C. Nakaseko

1
 

（1
Dept. Microbiol., Hoshi Pharm. Univ.） 

 

糖鎖免疫研究会 Glyco-Immunology 2017  

2017 年 1 月 25 - 26 日, 東京 

212) *肺炎球菌莢膜糖鎖に対する抗体の誘導  

築地 信 1 

(
1星薬大・微生物) 

 

日本薬学会第 137 年会 

2017 年 3 月 24 - 27 日, 仙台 

213) リノール酸酸化物 13-HODE および 13-HPODE が免疫応答に与える影響 

小鷹 篤 1
, 小島泰貴 1

, 矢島義正 1
, 西海敬太 1

, 安原 義 1
, 供田 洋 1

, 築地 信 1
, 辻 勉

1
 

(
1星薬大・微生物) 
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214) 黒穂菌菌糸体由来の抽出画分が免疫応答に与える影響 

小島泰貴 1
, 矢島義正 1

, 西海敬太 1
, 長坂淳子 1

, 築地 信 1
, 辻 勉 1 

(
1星薬大・微生物) 

 

清水・武藤 

日本薬学会東海支部特別講演会 

2017 年 1 月 31 日, 名古屋 

215) *マウス骨肉腫幹細胞と疾患克服への挑戦 

清水孝恒 1
 

(
1星薬大・病態生理) 

 

American Association for Cancer Research Annual Meeting 2016 

2016 年 4 月 16 日 - 20 日, New Orleans 

216) * Statins induce apoptosisS in osteosarcoma cells by activation of Ampk and p38 via suppression 

of mevalonate pathway  

AW. Kamel
1
, E. Sugihara

1
, S. Yamaguchi

1
, H. Nobusue

1
, K. Maki

1
, A. Muto

1
, H. Saya

1
, T. Shimizu

1
 

  (
1
Dept. Pathophysiol., Hoshi Pharm. Univ.) 

 

第 89 回日本薬理学会年会 

2016 年 3 月 9 - 11 日, 横浜 

217) * Novel therapeutic approach with statins for lethal osteosarcoma 

槙 健太 1
, 清水孝恒 1

, 福地由美 1
, 武藤章弘 1

 

(
1星薬大・病態生理) 

 

第 74 回日本癌学会学術総会 

2015 年 10 月 8 日 - 10 日, 名古屋 

218) 新規 B 細胞リンパ腫モデルを用いたリンパ腫発症及び維持における Fas の抑制制御 

杉原英志 1
, 橋本典諭 1

, 植野さやか 1
, 清水孝恒 1

, 佐谷秀行 1
 

(
1星薬大・病態生理) 

 

219) アクチン細胞骨格動態に基づく脂肪分化制御による骨肉腫幹細胞の治療戦略 

信末博行 1
, 大西伸幸 1

, 清水孝恒 1
, 杉原英志 1

, 沖 嘉尚 1
, 千代田達幸 1

, 高橋信博 1
, 赤司

浩一 1
, 加野浩一郎 1

, 佐谷秀行 1
 

(
1星薬大・病態生理) 

 

220) ROCK 阻害薬は骨肉腫幹細胞の脂肪分化への週末分化を誘導する 

高橋信博 1
, 信末博行 1

, 清水孝恒 1
, 大西伸幸 1

, 杉原英志 1
, 佐谷秀行 1

 

(
1星薬大・病態生理) 
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221) *イマチニブとアドリアマイシンの併用は、PDGFR を発現する骨肉腫に対し、相乗的な抗

腫瘍効果を呈する 

山口さやか 1
, 杉原英志 1

, 大西伸幸 1
, 菊田一貴 1

, 堀内圭輔 1
, 森岡秀夫 1

, 佐谷秀行 1
, 清水

孝恒 1
 

(
1星薬大・病態生理) 

 

第 73 回日本癌学会学術総会 

2014 年 9 月 25 - 27 日, 横浜 

222) *マウス骨肉腫幹細胞の同定と克服への挑戦 

清水孝恒 1
, 武藤章弘 1

, 佐谷秀行 1
 

(
1星薬大・病態生理) 

 

223) アクチン細胞骨格動態による脂肪分化を誘導するメカニズムの解明とがん治療への応用 

信末博行 1
, 大西伸幸 1

, 清水孝恒 1
, 杉原英志 1

, 沖 嘉尚 1
, 千代田達幸 1

, 高橋信博 1
, 小澤 

慶 1
, 赤司浩一 1

, 加野浩一郎 1
, 佐谷秀行 1

 

(
1星薬大・病態生理) 

 

③ がん剤による副作用の発現機序解明と副作用の軽減法の開発 

酒井 

第 130 回日本薬理学会関東部会  

2014 年 7 月 5 日, 東京 

224) 結腸器官培養を用いた 5-fluorouracil 誘発 CXCL1 発現増加 

酒井寛泰 1
, 相良篤信 2

, 佐藤 健 1
, 甲斐友規 1

, 小口 綾 2
, 石川裕子 2

, 松本健次郎 3
, 唐沢

武司 2
, 政所和孝 2

, 加藤伸一 2
, 成田 年 2

 

  (
1星薬大・疾患病態解析, 

2星薬大・薬理, 
3京薬大・薬物治療学分野) 

 

第 8 回緩和医療薬学会年会  

2014 年 10 月 3 - 5 日, 愛媛 

225) *5-FU 誘発下痢発症時の CXCL1 発現亢進メカニズムにおける NF-κB の関与 〜5-FU 誘

発下痢におけるクルクミンの効果〜 

相良篤信 1
, 小口 綾 1

, 石川裕子 1
, 松本健次郎 2

, 唐沢武司 1
, 政所和孝 1

, 甲斐友規 1
, 佐藤 

健 1
, 成田 年 1

, 酒井寛泰 1 

(
1星薬大・疾患病態解析, 

2京薬大・薬物治療学分野) 

 

226) *抗がん剤による消化管障害～5-fluorouracil 投与時の下痢発症における好中球の関与～ 

  酒井寛泰 1
 

  (
1星薬大・疾患病態解析) 

 

日本薬学会第 135 年会  

2015 年 3 月 25 - 28 日, 神戸 
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227) *シスプラチン誘発筋萎縮時におけるユビキチン-プロテアソーム系関連遺伝子の発現上昇 

甲斐友規 1
, 石川裕子 2

, 小口 綾 2
, 佐藤 健 1

, 成田 年 2
, 酒井寛泰 1

 

(
1星薬大・疾患病態解析, 

2星薬大・薬理学) 

 

228) *5-FU 誘発下痢発症時の結腸における網羅的遺伝子発現変動とクルクミンの効果 

小口 綾 1
, 甲斐友規 2

, 佐藤 健 2
, 松本健次郎 3

, 相良篤信 2
, 加藤伸一 3

,成田 年 1
,酒井寛

泰 2
, 

  (
1星薬大・薬理, 

2星薬大・疾患病態解析, 
3京薬大・薬物治療学分野) 

 

第 9 回日本緩和医療薬学会年会  

2015 年 10 月 2 - 4 日, 横浜 

229) *シスプラチンによる筋萎縮時におけるユビキチン-プロテアソーム系関連遺伝子の発現上

昇とボルテゾミブの効果 

甲斐友規 1
, 石川裕子 2

, 佐藤 健 1
, 田端祥子 1

, 齊藤太紀 1
, 八重樫 雅 1

, 里 史明 1
, 湯本

哲郎 1
, 成田 年 2

 酒井寛泰 1
 

  (
1星薬大・疾患病態解析学, 

2星薬大・薬理) 

 

230) *5-FU 誘発下痢発症におけるクルクミンの抑制効果と網羅的遺伝子発現変動 

木村三奈美 1
, 小口 綾 2

,甲斐友規 1
, 田端祥子 1

, 佐藤 健 1
, 里 史明 1

, 湯本哲郎 1
, 松本

健次郎 1
, 加藤伸一 1

, 成田 年 2
, 酒井寛泰 1 

(
1星薬大・疾患病態解析, 

2星薬大・薬理, 
3京薬大・薬物治療学分野)

 

 

231) *生存期間延長を目指す Supportive Oncology 〜新たなバイオマーカーとしての骨格筋の

重要性〜 シスプラチンによる骨格筋萎縮メカニズム 

  酒井寛泰 1
 

    (
1星薬大・疾患病態解析) 

 

日本薬学会第 136 年会  

2016 年 3 月 25 - 28 日, 横浜 

232) *デキサメタゾンはシスプラチン誘発筋萎縮作用を増強する 

木村三奈美 1
, 甲斐友規 1

, 田端祥子 1
, 政所和孝 2

, 齊藤太紀 1
, 里 史明 1

, 湯本哲郎 1
, 千葉

義彦 2
,酒井寛泰 1

 

  (
1星薬大・疾患病態解析,

 2星科大・生理分子) 

 

233) *5-fluorourascil 誘発 CXCL1 発現増加に対する半夏瀉心湯の効果 

八重樫雅 1
, 木村三奈美 1

, 甲斐友規 1
, 田端祥子 1

, 齊藤太紀 1
, 里 史明 1

, 湯本哲郎 1
, 宮野

加奈子 2
, 上園保仁 2,3,4

, 酒井寛泰 1
 

(
1星薬大・疾患病態解析, 

2国立がんセ・がん患者病態生理, 
3国立がんセ・先端医療開発セ・

支持療法開発, 
4国立がんセ・支持療法開発セ) 

 

第 10 回日本緩和医療薬学会年会  

2016 年 6 月 4 - 5 日, 浜松 
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234) *シスプラチン誘発筋萎縮作用におけるエイコサペンタエン酸の効果 

酒井寛泰 1
, 矢部早織 1

, 甲斐友規 1
, 伊佐洋佑 1

, 木村三奈美 1
, 田端祥子 1

, 鶴野結花理 1
, 丸

山明秀 1
, 里 史明 1

, 湯本哲郎 1
, 吉澤一巳 2

, 山田岳史 3
, 

(
1星薬大・疾患病態解析, 

2東京理科大・疾患薬理学教室, 
3日医大・消化器外科) 

 

235) *シスプラチン誘発筋萎縮作用におけるデキサメタゾンの効果 

甲斐友規 1
, 伊佐洋佑 1

, 矢部早織 1
, 木村三奈美 1

, 田端祥子 1
, 鶴野結花理 1

, 丸山明秀 1
, 里 

史明 1
, 湯本哲郎 1

, 酒井寛泰 1
 

(
1星薬大・疾患病態解析) 

 

第 32 回日本静脈経腸栄養学術集会  

2017 年 2 月 23 - 24 日, 岡山 

236) *シスプラチン誘発ユビキチン-プロテアソーム系を介する筋萎縮亢進機序 

酒井寛泰 1
, 甲斐友規 1

, 里 史明 1
, 湯本哲郎 1

, 山田岳史 2
 

  (
1星薬大・疾患病態解析, 

2日医大・消化器外科) 

 

第 137 回日本薬学会年会  

2017 年 3 月 24 - 27 日, 仙台 

237) *デキサメタゾンによるシスプラチン誘発筋萎縮の増強作用 

木村三奈美 1
, 田端祥子 1

, 矢部早織 1
, 伊佐洋佑 1

, 丸山明秀 1
, 鶴野結花理 1

, 甲斐友規 1
, 里 

史明 1
, 湯本哲郎 1

, 千葉義彦 2
, 酒井寛泰 1

 

  (
1星薬大・疾患病態解析学, 

2星薬大・生理分子) 

 

238) *マウス結腸における 5-fluorouracil 誘発 CXCL1 発現増加を抑制する半夏瀉心湯の成分 

田端祥子 1
, 木村三奈美 1

, 伊佐洋佑 1
, 甲斐友規 1

, 里 史明 1
, 湯本哲郎 1

, 宮野加奈子 2
,上

園保仁 2,3,4
, 酒井寛泰 1

 

(
1星薬大・疾患病態解析, 

2国立がんセ・がん患者病態生理, 
3国立がんセ・先端医療開発セ・

支持療法開発, 
4国立がんセ・支持療法開発セ) 

 

239) *シスプラチン誘発筋萎縮作用における運動負荷の効果 

伊佐洋佑 1
, 丸山明秀 1

, 鶴野結花理 1
, 矢部早織 1

, 田端祥子 1
, 木村三奈美 1

, 甲斐友規 1
, 里 

史明 1
, 湯本哲郎 1

, 千葉義彦 2
, 酒井寛泰 2

 

  (
1星薬大・疾患病態解析, 

2星薬大・生理分子) 

 

240) *各種抗がん薬における MuRF1 および Atrogin-1 発現変化 

丸山明秀 1
, 鶴野結花理 1

, 木村三奈美 1
, 矢部早織 1

, 伊佐洋佑 1
, 田端祥子 1

, 甲斐友規 1
, 里 

史明 1
, 湯本哲郎 1

, 千葉義彦 1
, 酒井寛泰 1

 

  (
1星薬大・疾患病態解析, 

2星薬大・生理分子) 

 

241) *シスプラチン誘発筋萎縮作用におけるエイコサペンタエン酸の抑制効果 

矢部早織 1
, 伊佐洋佑 1

, 丸山明秀 1
, 鶴野結花理 1

, 田端祥子 1
, 木村三奈美 1

, 甲斐友規 1
, 里 

史明 1
, 湯本哲郎 1

, 山田岳史 2
, 酒井寛泰 1
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  (
1星薬大・疾患病態解析, 

2日医大・消化器外科) 

 

④ 精神疾患の症状緩和の確立ならびに抗精神病薬の副作用軽減法の開発 

池田・亀井 

第 130 回日本薬理学会関東部会 

2014 年 7 月 5 日，東京 

242) Opioid systems in the lateral hypothalamus regulate feeding behavior through orexin neurons． 

Chrismawan Ardianto
1
, 池田弘子 1

, 米持奈央美 1
, 楊 立哲 1

, 池上めぐみ 1
, 長瀬 博 2

, 亀井

淳三 1
, 

(
1星薬大・薬物治療, 

2筑波大・創薬化学) 

 

第 38 回日本神経科学大会 

2015 年 7 月 28 - 31 日，神戸 

243) Opioid receptors in the lateral hypothalamus play a critical role in the regulation of feeding 

behavior. 

Chrismawan Ardianto
1
, 池田弘子 1

, 米持奈央美 1
, 楊 立哲 1

, 山本章午 1
, 池上めぐみ 1

, 竹ノ

谷文子 2
, 塩田清二 3

, 長瀬 博 4
, 亀井淳三 1

 

(
1星薬大・薬物治療, 

2星薬大・生理分子, 
3星薬大・ペプチド創薬, 

4筑波大・創薬化学) 

 

 

第 89 回日本薬理学会年会 

2016 年 3 月 8 - 10 日，横浜 
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247) Hypothalamic opioid receptors control feeding behavior though orexin and GABA Neurons.  
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１６　施設・装置・設備・研究費の支出状況（実績概要） （千円）

１７　施設・装置・設備の整備状況  （私学助成を受けたものはすべて記載してください。）
《施　　設》  （私学助成を受けていないものも含め、使用している施設をすべて記載してください。） （千円）

16,969 m2 7 25
3,705 m2 1 5
8,646 m2 2 16

※　私学助成による補助事業として行った新増築により、整備前と比較して増加した面積
㎡0

補助主体

S1411019

内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　訳

備　考

137,627 146,955

既存施設

既存施設

既存施設

0

新星館　
医薬品化学研究所

第二新館

補助金額整備年度

0

96,422

188,160

284,582

0 0 0 0

0

0

63,960

0

0

0

102,916 85,244

34,711 61,711 0 00 0

0 0

0

0
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0
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0
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0
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度
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年
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施 設
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施 設

施 設

装 置
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助　成
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１８　研究費の支出状況研究費の支出状況 （千円）
  平成 年度

教育研究用機器備品 12,221

報酬・委託料 5,894

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

その他

計

1,440

12,221

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

その他38,542

2,585 高速液体クロマトグラフ一式

その他5,507
クライオスタット修理費等

1,440

学内 2 名

48,079

889

補助主体

積　　算　　内　　訳

私学助成
私学助成
私学助成
私学助成

12,221

2,619

0

ポスト・ドクター

1,440

計

1,440

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

48,079

ロータリー式自動包埋装置

7,017

387

遺伝子解析ソフトGeneSpring
1,134 恐怖条件付き実験システム更新

受託解析サービス

主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

支　出　額

27,216 18,144
H27

643178 一式 955.15

ARCTURUSXTBF 一式 11
LIII-BFM-T7 一式
BZ-X-710 一式 17,474192.28

15,126
102.1 27,216 16,792

24,516

11,649

《装置・設備》　（私学助成を受けていないものは、主なもののみを記載してください。）

（研究装置）

稼働時間数装置・設備の名称 台　　数型　　番 事業経費 補助金額

計

リサーチ・アシスタント

図　　　　書

889

教育研究経費支出

IR＆UVレーザー蛍光システム

Luminaイメージングシステム

セルソーター

（情報処理関係設備）

H27

H26

消　耗　品　費 41,296

計

小  科  目
主　な　使　途 金　　額

1,620

通信運搬費
印刷製本費

研究支援推進経費

光　熱　水　費

人件費支出
（兼務職員）

旅費交通費

（　　　修繕費　　　　　　　）

オールインワン蛍光顕微鏡

26

（研究設備）

整備年度

H26

年　　　度



（様式1）

S1411019
法人番号 131086

プロジェクト番号

  平成 年度

  平成 年度

50,879

教育研究用機器備品 9,433

教育研究用機器備品

報酬・委託料

リサーチ・アシスタント 2,160

計

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

消　耗　品　費 41,372
その他

2,160 学内 3 名

8,224 その他

944 輸入動物
39,282

421 マウスサイトカイン
49,967 その他

その他1,027

印刷製本費

オープンフィールド実験装置

光　熱　水　費

年　　　度 27

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出
1,146 麻薬ﾀﾍﾟﾝﾀﾄﾞｰﾙ塩酸塩

通信運搬費

旅費交通費
725 幼若期ストレス付加ﾏｳｽの供給

（　　　　　　　）

1,394

42,766 42,766

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出
計 0

4,936 ﾅﾉ粒子ﾏﾙﾁｱﾅﾗｲｻﾞｰ
17,534 4,374

図　　　　書
計 17,534 17,534

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

669 その他

2,430 CCDｶﾒﾗｼｽﾃﾑ

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 2,160 2,160

年　　　度 28

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出
491 ｿｰｼｬﾙﾃﾞｨﾌｨｰﾄ用メッシュボックス

消　耗　品　費

光　熱　水　費
通信運搬費
印刷製本費 40 40 研究成果報告書印刷

旅費交通費
報酬・委託料 1,448 421 サンプルデータ解析

（　　　　　　　）
計 52,367 52,367

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出
（兼務職員）

0計

4,503 その他

教育研究経費支出

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）
2,500 ３ポインツメーター活動量測定システム

図　　　　書
計 9,433 9,433

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 2,160 2,160 学内 3 名          
ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 2,160 2,160


